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４
月
の
大
統
領
選
に
向
け
、

在
外
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
も
支

持
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。
地

元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
10
日

に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
両
陣
営
の
支

持
者
に
よ
る
集
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
組
の
支
持
団
体

「
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
・
マ
チ
ャ
ン
・

ア
ジ
ア
」
は
市
内
の
ホ
テ
ル
で

支
持
を
宣
言
。
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
組

の
支
持
集
会
に
は
約
５
０
０
人

が
参
加
し
、
同
国
で
７
割
の
得

票
を
目
指
し
支
持
を
呼
び
か
け

た
。

　

前
回
２
０
１
４
年
の
大
統
領

選
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
プ

ラ
ボ
ウ
ォ
組
が
約
11
万
票
を
獲

得
し
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
組
（
約
２
万

票
）
に
大
差
で
勝
利
し
て
い

る
。              

（
木
村
綾
）
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ジョコウィ大統領の
次男が手がける揚げ
バナナ専門店が家業
の家具輸出業の業績
を上回った。大統領
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為　替（11日）

日本銀行（17時現在）

１万円＝127万7500ルピア
１ドル＝1万4005ルピア

１万円＝123万5500ルピア
（前週末比、800ルピア安）

両替商調べ

◇ 円・ルピア・ドル

◇ 円・ドル

世界の株価（11日）

20,333.17
-418.11  

日経平均
6,495.00

-26.66

インドネシア
25,106.33	

ーー 

NYダウ

-2.01% -0.41% ーー
※前日比は取引日ベース

１ドル＝1万3695ルピア
（同、15ルピア安）

１ドル＝109.74～75円
（８日終値）

2019年（平成31年）
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三菱UFJ銀T.T.B
　

先
週
土
曜
の

朝
、
気
温
30
度
近

く
の
ジ
ャ
カ
ル
タ

を
発
っ
た
。
日
曜

の
午
後
に
は
、
秋

田
県
の
男
鹿
半
島

の
入
道
﨑
。
浅
く

積
も
っ
た
雪
野
原

の
丘
を
歩
い
て
い

た
。
鉛
色
の
日
本

海
か
ら
吹
き
付
け

る
小
雪
ま
じ
り
の

強
い
風
に
体
感
温

度
は
零
下

５
度
く
ら
い
か
。
い
や

は
や
寒
い
。

　

お
目
当
て
は
男
鹿
市

北
浦
の
真
山
神
社
の

「
な
ま
は
げ
柴
灯
ま

つ
り
」
で
あ
る
。
２
０

１
８
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
（
世
界
遺

産
）
に
指
定
さ
れ
た
秋

田
県
の
「
な
ま
は
げ
」

は
大
み
そ
か
の
行
事
だ

け
れ
ど
も
、
こ
の
神
社

で
は
56
年
前
か
ら
「
な

ま
は
げ
」
を
祭
る
神
事

を
重
ね
て
い
て
、
最
近
は
外
国

人
旅
行
客
の
姿
も
少
な
く
な

い
。

　

地
元
の
古
老
の
説
明
だ
と

「
な
ま
は
げ
」
の
由
来
は
、

「
な
も
み
」
（
怠
け
）
を
「
は

ぐ
」
（
剥
ぎ
取
る
） 

。
つ
ま

り
な
ま
け
者
を
し
か
り
つ
け
て

矯
正
す
る
と
い
っ
た
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
説
明
が
男
鹿

地
方
の
方
言
だ
っ
た
の
で
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
自
信
は
な
い
け
れ

ど
も
、
前
後
の
脈
絡
や
雰
囲
気

か
ら
い
っ
て
も
ま
ず
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

    

そ
れ
で
思
い
だ
し
た
の

が
、
バ
リ
島
で
何
度
か
見
た
獅

子
の
姿
の
聖
獣
バ
ロ
ン
で
あ

る
。
怖
い
お
面
で
人
々
を
困
ら

せ
る
悪
霊
を
追
い
払
う
。
な
ま

け
も
の
や
悪
い
子
ど
も
を
叱
る

正
義
の
な
ま
は
げ
と
は
若
干
ニ

ュ
ア
ン
ス
は
違
う
も
の
の
、
す

ご
い
形
相
の
お
面
が
出
て
く
る

点
が
面
白
い
。

　

人
間
っ
て
、
ど
う
も

姿
・
格
好
や
言
葉
、
宗

教
な
ど
が
違
う
人
を
見

る
と
、
そ
の
違
い
ば
か

り
に
目
が
行
き
が
ち
。

秋
田
県
や
バ
リ
島
ば
か

り
で
な
い
。
近
く
に
あ

っ
た
な
ま
は
げ
に
関
す

る
展
示
館
を
見
た
ら
同

じ
よ
う
な
怖
い
面
は
世

界
に
あ
る
。
欧
州
諸
国

で
も
「
な
ま
は
げ
」
と

見
た
目
は
そ
う
は
変
わ

ら
な
い
民
俗
行
事
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
ら
し
い
。

    

由
来
も
狙
い
も
あ
れ
こ
れ

あ
る
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
人
間

が
す
る
こ
と
な
ん
て
地
球
上
そ

ん
な
に
変
わ
ら
な
い
。

　

そ
う
、
同
じ
点
に
目
を
付
け

た
ほ
う
が
、
世
界
は
丸
く
収
ま

る
の
で
は
。
数
日
前
ま
で
の
暖

か
い
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
冬
の
男
鹿
半
島
で
ふ

と
考
え
た
。
（
㈱
ヌ
サ
ン
タ
ラ

総
合
研
究
所
代
表　

小
牧
利

寿
）

なまはげ

　

来
月
に
開
業
を
控
え
た
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
大
量
高
速
鉄
道
（
Ｍ

Ｒ
Ｔ
）
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
大
統
領
は
10
日
、
長
年
と
ど

こ
お
っ
て
い
た
計
画
を
着
工
に

こ
ぎ
着
け
た
州
知
事
時
代
の
功

績
を
振
り
返
り
、
「
リ
ス
ク
を

受
け
入
れ
た
上
で
の
政
治
的
決

断
だ
っ
た
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え

た
。

　

中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ト

ラ
・
ス
ナ
ヤ
ン
で
開
か
れ
た
支

持
者
集
会
に
登
壇
し
た
ジ
ョ
コ

ウ
ィ
氏
は
、
歴
代
知
事
が
「
損

得
勘
定
」
を
重
視
し
続
け
た
結

果
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
計
画
は
26
年
も
の

間
と
ど
こ
お
っ
て
い
た
と
説

明
。
そ
の
上
で
、
自
身
が
事
業

を
加
速
さ
せ
た
こ
と
を
「
損
得

勘
定
で
な
く
、
全
て
の
リ
ス
ク

を
受
け
入
れ
た
上
で
の
政
治
的

決
断
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
「
渋
滞
に
よ
る
国
の

損
失
は
１
０
０
兆
ル
ピ
ア
に
上

る
」
と
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
建
設
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
を
主
張
し
た
。

　

２
０
１
２
年
10
月
に
州
知
事

に
就
任
し
た
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
は

着
任
早
々
、
事
業
の
遅
れ
を
理

由
に
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
社

長
を
解
任
。
事
業
加
速
化
に
取

り
組
み
、
就
任
１
年
後
の
13
年

10
月
に
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
起
工
さ
せ

た
。
５
年
以
上
に
わ
た
る
工
事

を
終
え
、
４
月
17
日
投
開
票
の

大
統
領
選
を
目
前
に
控
え
た
３

月
下
旬
に
開
通
式
を
開
く
予

定
。             

（
木
村
綾
）

　

海
洋
水
産
省
は
11
日
、
国
軍

と
海
産
資
源
や
領
海
保
護
に
関

す
る
覚
書
を
結
ん
だ
と
発
表
し

た
。
今
後
５
年
に
わ
た
り
、
領

海
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
違
法
漁

船
の
摘
発
で
協
力
体
制
を
強
化

す
る
。

　

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
来
の
安
値
を
昨
年
記
録
し
た
通
貨
ル

ピ
ア
の
為
替
相
場
が
、
１
ド
ル
＝
１
万
４
千
ル
ピ
ア
周
辺
ま

で
戻
っ
て
き
て
い
る
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
江
島
大
輔
・
執

行
役
員
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
長
は
こ
の
ほ
ど
、
じ
ゃ
か
る
た
新

聞
の
取
材
に
対
し
、
「
昨
年
比
で
為
替
は
安
定
し
、
こ
と
し

の
経
済
は
大
崩
れ
し
な
い
感
が
あ
る
」
と
話
し
、
大
統
領
選

の
影
響
も
限
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
と
し
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
が
５
・
２
％
を
超
え
る
見
通
し
を
示

し
た
。
米
中
貿
易
摩
擦
や
中
国
経
済
減
速
と
い
っ
た
中
国
リ

ス
ク
の
影
響
に
よ
る
、
貿
易
赤
字
拡
大
へ
の
懸
念
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
。                　
　

 

（
平
野
慧
、
写
真
も
）

　

江
島
支
店
長
は
年
始
来
の
為

替
相
場
に
つ
い
て
「
昨
年
半
ば

か
ら
秋
に
か
け
、
急
速
に
ル
ピ

ア
安
に
振
れ
た
後
の
調
整
局
面

に
あ
る
。
当
面
は
安
定
し
て
動

い
て
い
く
の
で
は
」
と
の
見
方

を
話
し
た
。

　

昨
年
は
米
国
の
利
上
げ
や
米

中
貿
易
摩
擦
の
影
響
で
10
月
に

は
１
ド
ル
＝
１
万
５
２
０
０
ル

は
「
ど
ち
ら
が
勝
利
し
て
も
設

備
投
資
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
継

続
し
て
、
経
済
を
成
長
さ
せ
て

い
く
と
い
う
点
で
は
変
わ
ら
な

い
。
経
済
面
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ

に
な
ら
な
い
」
と
話
す
。
為
替

の
不
安
要
因
の
軽
減
、
個
人
消

費
の
堅
調
さ
、
大
統
領
選
後
の

総
固
定
資
本
形
成
（
設
備
や
住

宅
な
ど
へ
の
投
資
）
増
加
へ
の

期
待
感
な
ど
か
ら
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
が
５
・
２
％
以
上
と
な
る

見
通
し
を
示
し
た
。

　

こ
と
し
注
視
す
べ
き
点
は
、

最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
中

国
に
関
す
る
リ
ス
ク
。
実
際
に

直
接
投
資
額
を
見
る
と
、
２
０

１
７
年
の
中
国
・
香
港
の
合
計

は
55
億
ド
ル
で
、
日
本
の
50
億

ド
ル
を
上
回
る
水
準
ま
で
成
長

し
て
い
た
が
、
昨
年
は
44
億
ド

ル
に
減
少
し
て
い
る
。

　

中
国
経
済
の
冷
え
込
み
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
石
炭
輸
出

に
も
影
響
す
る
。
ま
た
、
中
国

が
米
国
以
外
の
輸
出
先
を
探
す

中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
貿
易

赤
字
が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
為
替
へ
の
影
響
と
並
行

し
て
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
。
た
だ
、
「
中
国
リ

ス
ク
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

地
位
が
相
対
的
に
向
上
す
る
可

能
性
も
あ
る
」
点
も
指
摘
し

た
。

　

昨
年
の
金
融
機
関
の
貸
し
出

し
は
二
桁
成
長
す
る
大
手
銀
行

も
多
く
出
る
な
ど
順
調
に
伸
び

た
。
日
系
企
業
向
け
の
融
資
に

つ
い
て
は
、
第
２
工
場
建
設
や

設
備
増
強
の
案
件
な
ど
が
あ
り

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ニ
ー
ズ
の

芽
が
出
て
き
つ
つ
あ
る
」
と
期

待
を
語
っ
た
。

ピ
ア
台
の
安
値
を
記
録
し
た
。

　

そ
の
後
、
貿
易
赤
字
の
要
因

の
一
つ
で
あ
る
原
油
価
格
が
急

落
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ル
ピ
ア

安
圧
力
は
緩
和
さ
れ
た
。
10
月

末
以
降
、
株
式
・
債
券
市
場
へ

の
海
外
投
資
家
の
資
金
還
流
の

動
き
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
も

追
い
風
と
な
り
、
相
場
は
回
復

し
た
。

　

原
油
価
格
が
再
び
上
昇
す
る

機
運
が
あ
る
こ
と
は
懸
念
事
項

だ
が
、
「
（
米
国
の
金
利
上
昇

ペ
ー
ス
も
緩
や
か
で
）
昨
年
の

よ
う
に
新
興
国
か
ら
急
速
に
資

金
が
流
出
し
て
い
く
こ
と
は
考

え
に
く
い
」
と
説
明
す
る
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
が
内
需
に

支
え
ら
れ
、
大
崩
れ
す
る
要
因

に
乏
し
い
こ
と
か
ら
「
底
堅
く

推
移
す
る
」
と
見
て
い
る
。

　

昨
年
は
為
替
安
定
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
中
央
銀
行
は
計
６

回
１
・
75
％
分
の
政
策
金
利
引

き
上
げ
を
実
施
し
た
。
こ
と
し

に
つ
い
て
は
「
為
替
が
急
速
に

ル
ピ
ア
安
に
振
れ
な
い
限
り
、

金
利
を
上
げ
る
メ
リ
ッ
ト
は
少

な
い
。
イ
ン
フ
レ
も
安
定
し
て

い
る
。
金
利
の
引
き
上
げ
局
面

は
終
わ
り
、
下
げ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
探
っ
て
い
く
の
で
は
」
と

展
望
を
示
し
た
。

■
選
挙
後
の
投
資
に
期
待

　

４
月
の
大
統
領
選
に
つ
い
て

安定成長・外的リスクに注視
ことしの経済展望   選挙影響は限定的

三菱ＵＦＪ銀・江島支店長

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
江
島
支
店
長

「
政
治
的
決
断
だ
っ
た
」

大
統
領  

Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
功
績
ア
ピ
ー
ル

海
産
資
源
保
護
で
覚
書

海
洋
水
産
省
と
国
軍

　

ス
シ
・
プ
ジ
ア
ス
ト
ゥ
テ
ィ

海
洋
水
産
相
は
地
元
メ
デ
ィ
ア

に
「
豊
か
な
海
洋
資
源
を
、
国

内
外
か
ら
の
違
法
行
為
か
ら
守

る
」
と
意
義
を
強
調
し
た
。

（
大
野
航
太
郎
）

空
港
高
速
道
値
上
げ

　

国
営
高
速
道
路
管
理
ジ
ャ
サ

マ
ル
ガ
は
11
日
、
14
日
か
ら
ス

カ
ル
ノ
ハ
ッ
タ
空
港
と
ジ
ャ
カ

ル
タ
を
結
ぶ
ス
デ
ィ
ヤ
ト
モ
高

速
道
路
料
金
を
値
上
げ
す
る
と

発
表
し
た
。
乗
用
車
は
７
千
ル

ピ
ア
か
ら
７
５
０
０
ル
ピ
ア
、

ト
ラ
ッ
ク
は
８
５
０
０
ル
ピ
ア

か
ら
１
万
ル
ピ
ア
に
な
る
。

　

国
営
高
速
道
路
管
理
ジ
ャ
サ

マ
ル
ガ
は
11
日
、
高
架
式
の
第

２
チ
カ
ン
ペ
ッ
ク
高
速
道
路
の

工
事
進
ち
ょ
く
率
が
66
％
に
達

し
た
と
発
表
し
た
。
レ
バ
ラ
ン

（
断
食
月
明
け
大
祭
）
ま
で
の

開
通
を
目
指
す
。

（
大
野
航
太
郎
）

第
２
チ
カ
ン
ペ
ッ
ク

高
架
道
工
事
66
％

両
陣
営
支
持
者

Ｋ
Ｌ
で
も
集
会大

統
領
選

▼病床の前大統領夫人
　ユドヨノ前大
統領のアニ夫人
がシンガポール
の病院で病気療
養中であること
が分かった。ア

ニ夫人は９日、自身のインスタグラ
ムで、ジョコウィ大統領夫妻やリ
ー・シェンロン首相夫妻ら10組から
贈られた花やお見舞いメッセージを
公開し感謝。10組にプラボウォ氏が
含まれていなかったことについて、
同氏の陣営は「プラボウォ氏はお見
舞いに行きたいが、まだ医師の許可
が下りない」と説明した。

（ドゥティックコム）
▼スラバヤの市場で火事
　11日午後４時ごろ、東ジャワ州ス
ラバヤ市ぺラックバラットにあるキ
ロメートル市場で、火事が発生、28
の店を焼いた。消防車11台が出動、
火は午後４時半すぎに消された。

（アンタラ）
▼中学生ら清掃員殴る
　南スラウェシ州タカラル県の南ガ
レソン第２中学校で、清掃員の男性
ファイサルさん（38）が生徒やそ
の父親に殴られ、頭を負傷していた
ことが分かった。調べでは、ファイ
サルさんは「犬」と呼ばれたことな
どに腹を立て、生徒の１人を平手打
ち。これを聞きつけた生徒の父親が
１月９日、生徒とその友人３人にフ
ァイサルさんを殴るよう指示したと
いう。　　　（ドゥティックコム）
▼汚職暴露の記者を追悼
　バリ州の地元紙ラダール・バリの
記者ナレンドラ・プラバアンサ氏の
殺人事件から10年を迎え、同氏の家
族や記者団体は11日、デンパサール
で追悼集会を開いた。プラバアンサ
氏は、バンリ県で実施された外国人
向けの幼稚園建設事業などに絡む汚
職疑惑の暴露報道を展開。これに怒
った同県知事の弟イ・ニョマン・ス
スラマ受刑者（終身刑）が首謀し、
同氏を殺害した。９日の報道の日
に、ジョコウィ大統領が同受刑者に
恩赦を出さない方針を発表してい
た。　　　　　　　　（アンタラ）



総合22019年（平成31年）２月12日（火曜日） 2

利下げへの環境整う？
米方針転換きっかけ

　
や
や
古
い
話
に
な
る
が
、
米

国
で
は
１
月
末
開
催
の
連
邦
公

開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）

会
合
で
、
先
行
き
の
利
上
げ
に

よ
り
慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
う
え
、
従
来
想
定
さ

れ
た
ペ
ー
ス
で
粛
々
と
進
め
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

連
銀
資
産
の
縮
小
に
も
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
も
表
明
さ
れ

た
。

　
連
銀
資
産
の
縮
小
と
は
リ
ー

マ
ン
危
機
後
の
量
的
金
融
緩
和

で
市
場
に
流
し
込
ん
だ
資
金
を

引
き
上
げ
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
す
で
に
こ
と

し
の
利
上
げ
は
な
い
、
と
い
う

見
方
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

以
前
か
ら
市
場
で
は
従
来
連
銀

が
示
し
て
い
た
引
き
締
め
ペ
ー

ス
へ
の
懐
疑
的
な
見
方
は
根
強

か
っ
た
し
、
12
月
の
会
合
で
も

ス
タ
ン
ス
の
変
化
は
見
ら
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
で
も
今
回
の
会

合
後
の
方
向
転
換
は
重
要
で
あ

る
。
無
論
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

も
大
い
に
関
係
が
あ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
昨
年
の
ル
ピ

ア
安
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

証
券
投
資
資
金
の
流
出
の
背
景

に
あ
っ
た
の
が
米
国
（
お
よ
び

他
の
先
進
国
）
の
金
融
引
き
締

め
方
針
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
銀

は
米
国
の
利
上
げ
に
対
す
る

「
予
防
的
な
」
利
上
げ
に
踏
み

出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
都

合
１
・
75
％
も
の
利
上
げ
を
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
こ
の
前
提
が
明
確
に
転
換
す

る
こ
と
に
な
る
と
、
改
め
て
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
新
興
国

へ
投
資
資
金
を
向
け
る
こ
と
へ

の
安
心
感
が
広
が
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
実
際
、
す
で
に
そ

れ
以
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
外

国
人
の
投
資
資
金
の
流
入
は
加

速
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
な

る
と
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に

は
ル
ピ
ア
為
替
は
安
定
し
や
す

く
な
る
。

　
も
う
一
つ
、
大
事
な
の
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
金
融
政
策
の
方

向
性
で
あ
る
。
も
と
も
と
昨
年

の
利
上
げ
の
目
的
は
一
つ
、
ル

ピ
ア
安
の
防
御
だ
っ
た
。
マ
ク

ロ
経
済
環
境
を
見
る
と
イ
ン
フ

レ
は
落
ち
着
い
て
い
る
、
経
済

成
長
は
貿
易
摩
擦
な
ど
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
、
む
し
ろ
ダ
ウ
ン

サ
イ
ド
リ
ス
ク
の
方
が
目
立
つ

環
境
、
決
し
て
利
上
げ
を
す
る

局
面
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中

で
利
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
は
上
記
の
よ
う
に
米
国
の
金

融
引
締
め
政
策
が
あ
っ
た
た
め

だ
。

　
米
国
の
金
融
引
締
め
の
見
通

し
が
低
下
す
れ
ば
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
利
上
げ
の
必
要
性
も
低
下

す
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
銀
の
ペ
リ

ー
・
ワ
ル
ジ
ヨ
総
裁
は
先
月

「
政
策
金
利
は
ピ
ー
ク
に
近

い
」
と
発
言
し
て
い
た
が
、
予

想
以
上
に
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
利
下
げ
も
考
え
ら
れ
る
環
境

に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。

　
ち
な
み
に
、
先
週
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
中
銀
総
裁
が
利
下
げ

の
可
能
性
を
示
唆
、
イ
ン
ド
は

実
際
に
予
想
外
の
利
下
げ
を
実

施
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

資
源
国
、
イ
ン
ド
は
経
常
赤
字

で
高
金
利
と
い
ず
れ
も
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
の
共
通
項
の
見
ら
れ

る
国
だ
。

　
ペ
リ
ー
総
裁
が
同
様
の
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
副
支
店

長
）

■国営セメン、競合買収
　スイスのセメントメーカー、ラファ
ージュホルシムグループが株式を保有
してきたホルシム・インドネシアは11
日、「ソルシ・バングン・インドネシ
ア」に社名変更すると発表した。同社
はセメント生産量国内１位の国営セメ
ン・インドネシアがホルシムから買収
した。セメン・インドネシアは一強体
制を作り、競争力強化を目指す。

■小売売上高に伸び
　中央銀行は11日、昨年12月の小売売
上高の伸び率が前年同期比7.7％の成
長率だったと発表した。食品やたば
こ、娯楽品などがけん引した。2018年
通年の成長率は前年比3.7％で17年の
同2.9％を上回った。

　
妻
の
買
物
に
付
き
合
っ
て
、

と
い
う
か
荷
物
持
ち
の
役
目
を

仰
せ
つ
か
っ
て
近
所
の
パ
サ
ー

ル
・
モ
デ
ル
ン
（
近
代
市
場
）

に
行
っ
て
み
た
ら
、
野
菜
や
果

物
を
売
る
小
店
舗
で
も
Ｏ
Ｖ
Ｏ

（
オ
フ
ォ
）
や
ゴ
ー
ペ
イ
を
使

っ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る

電
子
決
済
を
導
入
し
て
い

る
店
が
多
数
あ
り
驚
か
さ

れ
た
。

　
店
主
に
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
将
来
有
望
な
電
子

決
済
市
場
の
覇
者
と
な
る

た
め
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も

大
々
的
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

利
用
者
は
か
な
り
多
い
と

い
う
。
こ
の
地
域
は
若
い

世
帯
が
多
い
こ
と
も
利
用

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
妻
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
が
大
き
い
サ
ー
ビ
ス
を

確
認
し
て
、
そ
の
場
で
残

額
を
チ
ャ
ー
ジ
し
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
で
支
払
を
済

ま
せ
て
い
た
。

　
昨
年
、
中
国
で
は
現
金

な
し
で
生
活
で
き
る
ほ
ど

電
子
決
済
が
普
及
し
て
い

る
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が

話
題
に
な
っ
た
が
、
３
年

も
す
れ
ば
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
生

活
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
え
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
グ
ー
グ
ル
が
昨

年
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
ア
ル
フ
ァ
マ
ー
ト
を
通
じ

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
９
万
９

千
ル
ピ
ア
の
格
安
携
帯
電
話
を

発
売
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
。

　
当
初
、
筆
者
は
一
昔
前
な
ら

い
ざ
し
ら
ず
、
収
入
の
少
な
い

人
で
も
手
が
届
く
１
０
０
万
ル

ピ
ア
代
の
中
国
製
ス
マ
ホ
が
い

く
ら
で
も
あ
る
今
、
そ
ん

な
も
の
を
作
る
必
要
が
あ

る
の
か
疑
問
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
性
能
的
に
は

当
然
、
極
め
て
低
い
こ
の

格
安
携
帯
電
話
に
音
声
操

作
機
能
と
カ
メ
ラ
が
つ
い

て
い
る
と
い
う
点
を
考
慮

す
る
と
、
「
誰
で
も
買
え

て
、
使
え
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
端
末
」
と
い
う
の
が

本
当
の
位
置
付
け
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら

ア
ル
フ
ァ
マ
ー
ト
が
協
力

し
て
い
る
の
も
納
得
で
き

る
。

　
日
本
で
も
ペ
イ
ペ
イ
騒

動
の
よ
う
に
電
子
決
済
に

関
す
る
話
題
が
増
え
て
い

る
。
し
か
し
、
先
月
、
10

日
間
ほ
ど
日
本
に
滞
在
し

た
時
に
は
注
意
し
て
見
て

い
た
の
だ
が
、
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ａ
や
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
以
外
の

電
子
決
済
を
使
用
し
て
い

る
人
は
一
人
も
見
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
案
外
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

方
が
先
に
電
子
決
済
が
普

及
し
て
、
日
本
に
旅
行
に
行
っ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
「
日
本

は
意
外
に
不
便
だ
」
と
言
い
出

す
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
Ｉ
ｋ

ｕ
Ｚ
ｏ
！
　
日
本
語
・
マ
ン
ガ

学
校
校
長
　
福
田
健
太
郎
）

 近づくキャッシュレス時代    デジタル羅針盤

４
万

5000
台
販
売
目
標

日
野   

選
挙
後
の
需
要
見
据
え

　
日
野
モ
ー
タ
ー
ス
・
セ
ー
ル

ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
Ｈ
Ｍ
Ｓ

Ｉ
）
は
11
日
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
会
見
を
開
き
、
こ
と
し
の
販

売
目
標
を
昨
年
比
12
％
増
の
４

万
５
千
台
に
設
定
す
る
と
公
表

し
、
大
統
領
選
や
ラ
マ
ダ
ン

（
断
食
月
）
後
の
販
売
増
が
見

込
め
る
見
通
し
を
示
し
た
。

　
日
野
の
２
０
１
８
年
の
小
売

販
売
台
数
は
、
前
年
比
34
％
増

の
４
万
72
台
で
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
中
型
商
用
車
「
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
の
販
売
が
好
調
で
全

体
の
約
６
割
を
占
め
た
。

　
こ
と
し
は
中
・
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
業
界
シ
ェ
ア
で
65
％
、

２
万
５
千
台
の
販
売
（
昨
年

64
％
、
販
売
２
万
３
９
０
１

台
）
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
「
デ
ュ

ト
ロ
」
で
は
シ
ェ
ア
25
％
、
２

万
台
（
同
21
％
、
１
万
５
９
６

９
台
）
を
目
標
と
す
る
。

　
ト
ラ
ッ
ク
の
主
要
販
売
先
の

一
つ
に
鉱
業
関
係
が
あ
る
。
足

下
の
石
炭
価
格
に
つ
い
て
は
安

定
し
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る

が
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
の
榧
木
（
か
や

の
き
）
寛
雄
社
長
は
「
鉱
業
関

係
で
、
現
在
操
業
し
て
い
る
企

業
の
体
質
は
強
化
さ
れ
て
い

る
。
国
内
需
要
は
増
え
て
生
産

は
続
く
」
と
話
し
た
。

　
一
般
消
費
も
底
堅
く
、
大
統

領
選
や
ラ
マ
ダ
ン
後
に
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
活
発
化
も
望
め
、

販
売
が
伸
び
て
い
く
見
込
み
だ

と
い
う
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
数
も

１
６
５
件
か
ら
１
８
８
件
ま
で

増
や
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
ま
た
、
背
面
（
リ
ア
）
カ
メ

ラ
の
搭
載
、
急
ブ
レ
ー
キ
時
の

タ
イ
ヤ
の
ロ
ッ
ク
を
防
ぐ
Ａ
Ｂ

Ｓ
（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ

工
場
で
社
食
提
供
開
始

都
給
食  

大
学
と
健
康
食
開
発

こ
と
し
の
目
標
を
発
表
し
た
Ｈ
Ｍ

Ｓ
Ｉ
の
榧
木
社
長
（
中
央
）

　
社
員
食
堂
の
受
託
営
業
を
手

掛
け
る
都
給
食
（
本
社
・
京
都

府
城
陽
市
）
の
現
地
法
人
、
バ

ン
ガ
・
カ
ン
テ
ィ
ン
・
ジ
ュ
パ

ン
は
11
日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ブ
カ

シ
県
に
あ
る
、
自
動
車
用
バ
ッ

ク
ミ
ラ
ー
大
手
の
村
上
開
明
堂

の
現
地
法
人
工
場
で
社
食
の
提

供
を
始
め
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
第
１
号
案
件

で
、
日
系
企
業
へ
の
拡
大
を
狙

う
。

　
社
食
は
通
常
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
料
理
と
、
健
康
を
テ
ー
マ
に

ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
と
共
同
で

開
発
し
た
特
製
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

る
。

　
日
替
わ
り
で
昼
と
夜
に
２
回

提
供
し
、
料
金
は
１
食
当
た
り

１
万
５
千
ル
ピ
ア
ほ
ど
で
調
整

し
て
い
る
。

　
11
日
に
は
特
製
メ
ニ
ュ
ー

で
、
赤
米
と
豆
腐
、
サ
ラ
ダ
、

チ
キ
ン
カ
ツ
が
提
供
さ
れ
た
。

　
現
在
は
約
２
６
０
人
分
の
社

食
の
う
ち
、
約
４
分
の
１
を
こ

の
メ
ニ
ュ
ー
で
用
意
し
て
お

り
、
半
数
ま
で
伸
ば
す
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
。

　
村
上
開
明
堂
の
現
地
法
人
、

ム
ラ
カ
ミ
・
デ
ロ
イ
ド
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
島
村
昌
宏
社
長
は

「
社
食
が
お
い
し
い
と
欠
勤
が

減
る
。
人
が
製
品
を
作
る
以

上
、
健
康
は
と
て
も
大
切
で
、

こ
の
社
食
で
良
い
効
果
が
出
れ

ば
」
と
期
待
し
た
。

　
バ
ン
ガ
・
カ
ン
テ
ィ
ン
・
ジ

ュ
パ
ン
の
山
田
幹
雄
社
長
は

「
『
野
菜
は
貧
乏
人
の
食
事
』

と
言
わ
れ
た
り
、
赤
米
は
鶏
の

え
さ
に
見
ら
れ
た
り
、
健
康
食

の
普
及
は
ま
だ
ま
だ
。
い
ず
れ

は
和
食
も
提
供
し
、
日
系
企
業

で
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
で

き
れ
ば
」
と
話
し
た
。

（
大
野
航
太
郎
、
写
真
も
）

  

タ
イ
部
品
イ
ン
グ
レ
ス

  

韓
国
テ
ー
ス
ン
と
提
携

イ
の
現
代
自
向
け
拡
充

　
タ
イ
上
場
の
自
動
車
部
品
メ

ー
カ
ー
、
イ
ン
グ
レ
ス
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
は
８
日
、
韓
国

の
同
業
テ
ー
ス
ン
・
テ
ッ
ク
と

提
携
し
た
と
発
表
し
た
。
テ
ー

ス
ン
社
は
現
代
自
動
車
に
部
品

供
給
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
現
代
自
向
け
事
業
を
拡

大
す
る
。

　
イ
ン
グ
レ
ス
と
テ
ー
ス
ン
は

と
も
に
自
動
車
プ
レ
ス
部
品
を

製
造
販
売
し
て
い
る
。
イ
ン
グ

レ
ス
は
テ
ー
ス
ン
か
ら
技
術
支

援
を
受
け
る
と
と
も
に
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
も
協
力
す

る
。

　
両
社
は
昨
年
９
月
、
ベ
ト
ナ

ム
進
出
の
た
め
共
同
で
事
業
化

調
査
す
る
と
発
表
し
て
お
り
、

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
協
業
を

強
化
す
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
イ
ン
グ
レ
ス

は
同
日
、
韓
国
の
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
会
社
ニ
ュ
ー
ロ
メ
カ
と
業

務
提
携
し
た
と
発
表
し
た
。
イ

ン
グ
レ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
や
イ

ン
ド
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど

湾
岸
諸
国
で
ニ
ュ
ー
ロ
メ
カ
の

販
売
代
理
店
と
し
て
活
動
す

る
。
　
　
　
　
　
　
（
時
事
）

シ
ス
テ
ム
）
仕
様
の
レ
ン
ジ
ャ

ー
の
投
入
な
ど
、
安
全
面
の
充

実
も
進
め
て
い
く
。

（
平
野
慧
、
写
真
も
）

健
康
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
る
ム
ラ
カ

ミ
・
デ
ロ
イ
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社

員
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日
清
、営
業
利
益
12.4
％
減

　
日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
香
港
子
会
社
「
日
清
食

品
」
（
香
港
日
清
）
が
７
日
発

表
し
た
２
０
１
８
年
４
〜
12
月

期
の
決
算
は
、
中
国
本
土
地
区

の
売
上
高
が
３
０
３
億
２
５
０

０
万
円
で
、
前
年
同
期
比
４
・

２
％
増
だ
っ
た
。
営
業
利
益
は

同
12
・
４
％
減
の
24
億
０
４
０

０
万
円
。
一
方
、
香
港
地
区
の

売
上
高
は
同
３
％
増
。
即
席
麺

が
堅
調
で
、
全
体
を
押
し
上
げ

た
。

　
第
３
四
半
期(

９
〜
12
月)

で

見
る
と
、
中
国
本
土
の
売
上
高

は
、
前
年
同
期
比
２
％
増
の
９

９
億
８
３
０
０
万
円
。
営
業
利

益
は
同
27
・
６
％
減
の
６
億
６

千
万
円
と
、
振
る
わ
な
か
っ

た
。

　
日
清
食
品
の
担
当
者
は
、
中

国
本
土
市
場
の
不
振
は
す
で
に

底
が
見
え
た
と
指
摘
。
一
方
、

高
級
即
席
麺
の
市
場
は
拡
大
し

て
い
る
と
し
て
、
同
社
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
「
合
味

道
」
に
力
を
注
ぐ
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。

タ
イ
で
首
位
目
指
す

　
８
日
付
の
タ
イ
紙
ク
ル
ン
テ

ー
プ
ト
ラ
キ
に
よ
る
と
、
中
国

通
信
機
器
大
手
の
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
タ
イ
現

地
法
人
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
・
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

グ
ル
ー
プ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
の

ト
サ
ポ
ン
副
社
長
は
、
２
０
１

９
年
は
タ
イ
国
内
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
市
場
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
目
指
す
と
明
ら
か
に
し
た
。

昨
年
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
ス
マ

ホ
販
売
台
数
は
、
長
い
間
タ
イ

で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い

る
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
に
接
近
し

た
。

　
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
国
際
展
示

場
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
今
月
７
〜
10

日
開
催
の
携
帯
端
末
の
展
示
即

売
会
「
タ
イ
ラ
ン
ド
・
モ
バ
イ

ル
・
エ
キ
ス
ポ
２
０
１
９
」
で

は
、
売
り
場
面
積
１
２
１
２
平

方
メ
ー
ト
ル
と
同
エ
キ
ス
ポ
で

最
大
規
模
の
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
新
製
品
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
「
メ
デ
ィ
ア
パ
ッ
ド
Ｔ
５
」

や
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ
（
腕
時

計
型
情
報
端
末
）
を
発
売
し

た
。

　
同
社
で
は
、
19
年
の
タ
イ
国

内
ス
マ
ホ
市
場
は
前
年
の
販
売

台
数
約
１
５
０
０
万
台
か
ら
５

％
成
長
し
、
価
格
が
５
千
バ
ー

ツ
以
下
の
エ
ン
ト
リ
ー
モ
デ
ル

か
ら
５
千
〜
１
万
５
千
バ
ー
ツ

の
モ
デ
ル
に
買
い
替
え
る
ユ
ー

ザ
ー
が
増
加
す
る
と
み
て
い

る
。

「
天
皇
の
謝
罪
望
ま
し
い
」

　
【
ソ
ウ
ル
時
事
】
韓
国
国
会

の
文
喜
相
議
長
は
慰
安
婦
問
題

に
つ
い
て
、
解
決
の
た
め
に
は

天
皇
が
元
慰
安
婦
に
直
接
、
謝

罪
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

う
見
解
を
示
し
た
。
米
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
通
信
が
８
日
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
言
と
し
て
伝

え
た
。

　
同
通
信
に
よ
る
と
、
文
氏
は

「
天
皇
は
近
く
退
位
す
る
の

で
、
天
皇
が
（
謝
罪
）
し
て
く

れ
れ
ば
（
望
ま
し
い
）
と
思

う
」
と
語
っ
た
。
そ
の
上
で
、

天
皇
が
元
慰
安
婦
の
手
を
握

り
、
「
本
当
に
申
し
訳
な
い
」

と
述
べ
れ
ば
、
「
そ
の
一
言
で

問
題
は
完
全
に
解
決
す
る
」
と

強
調
し
た
と
い
う
。

　
文
氏
の
発
言
に
つ
い
て
、
韓

国
紙
・
中
央
日
報
（
電
子
版
）

は
「
日
本
の
国
民
感
情
を
刺
激

し
か
ね
ず
、
波
紋
が
予
想
さ
れ

る
」
と
伝
え
て
い
る
。

国
産
Ｓ
Ｆ
大
作
が
ヒ
ッ
ト

　
11
日
付
の
中
国
紙
・
環
球
時

報
英
語
版
に
よ
る
と
、
中
国
で

５
日
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
流

浪
地
球
」
が
春
節
の
連
休
で
最

大
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

「
中
国
初
の
Ｓ
Ｆ
大
作
」
と
い

う
触
れ
込
み
で
、
10
日
午
後
の

時
点
で
興
行
収
入
は
19
億
元
を

突
破
。
同
紙
は
「
（
「
流
浪
地

球
」
は
）
中
国
映
画
界
の
将
来

に
確
実
に
影
響
を
与
え
る
」
と

報
じ
た
。

　
「
流
浪
地
球
」
の
筋
書
き

は
、
太
陽
が
膨
張
し
地
球
が
危

機
を
迎
え
た
遠
い
未
来
に
人
類

が
滅
亡
を
避
け
る
た
め
地
球
を

太
陽
系
の
外
に
移
動
さ
せ
る
こ

と
を
計
画
す
る
と
い
う
も
の
。

こ
の
作
品
は
海
外
で
の
公
開
を

想
定
せ
ず
に
制
作
さ
れ
た
が
、

８
日
に
北
米
で
も
限
定
公
開
さ

れ
た
と
い
う
。

　
一
方
、
こ
と
し
の
春
節
で

「
流
浪
地
球
」
に
次
ぐ
観
客
動

員
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
中
国

映
画
ら
し
い
コ
メ
デ
ィ
ー
に
Ｓ

Ｆ
の
要
素
を
加
え
た
「
瘋
狂
的

星
人
」
。
興
行
収
入
は
14
億
元

を
超
え
た
。

　
時
事
通
信
社
が
７
日
ま
で
に

決
算
を
発
表
し
た
東
証
１
部
上

場
８
７
４
社
（
全
体
の
約
67

％
、
金
融
を
除
く
）
を
対
象
に

集
計
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
８

年
４
〜
12
月
期
の
純
利
益
は
前

年
同
期
比
３
・
０
％
減
。
通
期

予
想
を
下
方
修
正
し
た
企
業
は

１
１
７
社
に
上
り
、
上
方
修
正

の
72
社
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

◇
最
高
益
予
想
か
ら
一
転

　
「
11
月
に
入
り
、
顧
客
の
投

資
が
止
ま
っ
て
き
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
の
設
備
に
使
う

モ
ー
タ
ー
が
か
な
り
落
ち
込
ん

だ
」
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
梅
田

博
和
常
務
は
厳
し
い
表
情
で
語

っ
た
。

　
中
国
で
は
ス
マ
ホ
販
売
が
減

少
し
、
高
級
機
種
を
中
心
に
展

開
す
る
米
ア
ッ
プ
ル
な
ど
メ
ー

カ
ー
各
社
が
苦
戦
。
部
品
や
設

備
の
供
給
を
担
う
日
本
企
業
に

影
響
が
及
ん
で
い
る
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
の
４
〜
12
月
期
の
連
結

純
利
益
は
13
・
２
％
減
の
１
７

３
７
億
円
と
な
り
、
通
期
予
想

の
下
方
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。

　
三
菱
電
機
も
、
10
〜
12
月
の

中
国
で
の
売
上
高
は
２
割
減
と

失
速
し
た
。
皮
籠
石
斉
常
務
は

「
顧
客
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
凍

結
、
延
期
が
確
実
に
な
っ
て
き

た
」
と
声
を
落
と
す
。

　
中
国
の
自
動
車
市
場
も
低
調

だ
。
「
地
場
ブ
ラ
ン
ド
や
米
国

車
が
減
少
し
て
い
る
」
（
ホ
ン

ダ
）
と
い
い
、
部
品
メ
ー
カ
ー

に
も
打
撃
だ
。

　
日
本
電
産
で
は
車
向
け
モ
ー

タ
ー
事
業
が
急
速
に
悪
化
。
19

年
３
月
期
の
連
結
純
利
益
は
従

来
の
最
高
益
予
想
か
ら
一
転
、

６
年
ぶ
り
の
減
益
と
な
る
見
通

し
だ
。
４
〜
12
月
期
の
中
国
で

の
売
り
上
げ
が
前
年
同
期
比
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
日
立
製
作
所

は
「
自
動
車
の
落
ち
込
み
が
大

き
か
っ
た
。
こ
の
状
況
は
続

く
」
（
西
山
光
秋
執
行
役
専

務
）
と
み
る
。

◇
広
が
る
先
行
き
懸
念

　
先
行
き
へ
の
懸
念
は
増
益
企

業
や
非
製
造
業
に
も
広
が
る
。

米
中
が
次
官
級
貿
易
協
議

構
造
問
題
で
詰
め
の
議
論

　
【
北
京
、
ワ
シ
ン
ト
ン
時

事
】
米
中
両
政
府
は
11
日
、
北

京
で
次
官
級
の
貿
易
協
議
を
開

始
し
た
。
14
、
15
両
日
に
予
定

す
る
閣
僚
級
会
合
に
向
け
、
対

立
が
続
く
中
国
の
構
造
改
革
な

ど
の
難
題
で
詰
め
の
議
論
を
本

格
化
さ
せ
る
。

　
３
月
１
日
の
交
渉
期
限
が
迫

る
中
、
１
月
末
の
閣
僚
級
協
議

で
は
、
中
国
の
対
米
黒
字
削
減

で
進
展
が
見
ら
れ
た
。
た
だ
、

知
的
財
産
権
侵
害
や
技
術
移
転

強
要
な
ど
の
構
造
問
題
で
は
、

隔
た
り
が
残
っ
て
い
る
。

　
米
国
は
こ
う
し
た
問
題
で
中

国
に
大
幅
な
譲
歩
を
迫
る
と
と

も
に
、
是
正
措
置
の
厳
格
な
履

行
策
の
導
入
を
要
求
。
中
国
は

受
け
入
れ
に
難
色
を
示
し
て
い

る
と
さ
れ
、
閣
僚
級
会
合
で
事

態
を
打
開
で
き
る
か
は
不
透
明

だ
。
　

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
、
貿

易
問
題
の
最
終
決
着
を
図
る
た

め
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席

と
会
談
す
る
意
向
を
示
し
て
き

た
が
、
重
要
な
論
点
で
双
方
の

溝
が
大
き
い
現
状
で
は
「
行
わ

な
い
」
と
の
考
え
を
表
明
。
た

だ
、
米
新
興
メ
デ
ィ
ア
は
、
米

政
権
幹
部
の
話
と
し
て
、
協
議

が
進
展
す
れ
ば
、
両
首
脳
が
３

月
中
旬
に
も
会
談
す
る
方
向
で

非
公
式
に
調
整
し
て
い
る
と
伝

え
た
。
米
南
部
フ
ロ
リ
ダ
州
パ

ー
ム
ビ
ー
チ
に
あ
る
ト
ラ
ン
プ

氏
の
別
荘
な
ど
が
、
開
催
地
の

候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
と
い

う
。

　
期
限
ま
で
に
一
定
の
合
意
に

達
し
な
け
れ
ば
、
米
国
は
２
千

億
ド
ル
（
約
22
兆
円
）
相
当
の

中
国
製
品
に
課
し
た
追
加
関
税

率
を
10
％
か
ら
25
％
に
引
き
上

げ
る
。

　
同
メ
デ
ィ
ア
は
、
制
裁
関
税

の
扱
い
や
交
渉
の
進
捗
（
し
ん

ち
ょ
く
）
に
つ
い
て
協
議
す
る

た
め
、
米
中
首
脳
が
期
限
ま
で

に
電
話
会
談
を
行
う
計
画
だ
と

も
報
じ
て
い
る
。

米
に
よ
る
対
中
制
裁
強
化

香
港
企
業「
や
む
な
し
」

　
11
日
付
の
香
港
紙
、
信
報
な

ど
に
よ
る
と
、
香
港
政
府
の
邱

騰
華
商
務
・
経
済
発
展
局
長
は

９
日
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
、
米
中

貿
易
摩
擦
で
、
米
国
に
よ
る
対

中
制
裁
が
強
化
さ
れ
た
場
合
、

香
港
企
業
は
や
む
な
く
受
け
入

れ
る
だ
け
で
な
く
、
値
上
が
り

分
の
一
部
を
消
費
者
に
転
嫁
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
通
し

を
示
し
た
。

　
邱
商
務
局
長
は
「
米
中
貿
易

摩
擦
が
継
続
、
ひ
い
て
は
拡
大

し
た
場
合
、
投
資
家
に
と
っ
て

最
大
の
懸
念
と
な
る
」
と
し
、

世
界
貿
易
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
生
じ
る
と
述
べ
た
。

　
香
港
企
業
へ
の
影
響
に
関
し

て
は
、
前
回
の
対
中
輸
入
関
税

引
き
上
げ
で
生
じ
た
コ
ス
ト

は
、
既
に
生
産
者
が
負
担
し
て

い
る
と
説
明
。
そ
の
上
で
、

「
来
月
、
米
国
が
中
国
製
品
へ

の
制
裁
関
税
を
さ
ら
に
引
き
上

げ
た
場
合
、
業
界
は
（
前
回
と

同
様
に
）
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
た

だ
、
多
く
の
香
港
企
業
が
市
場

開
拓
や
生
産
増
強
へ
の
支
援
措

置
を
政
府
に
申
請
す
る
な
ど
積

極
的
に
対
応
し
て
お
り
、
座
し

て
死
を
待
つ
よ
う
な
こ
と
は
な

い
と
補
足
し
た
。

　
邱
商
務
局
長
は
こ
の
ほ
か
、

香
港
と
中
国
広
東
省
珠
海
市
、

マ
カ
オ
を
つ
な
ぐ
「
港
珠
澳
大

橋
」
と
香
港
と
同
省
広
州
市
を

結
ぶ
「
広
深
港
高
速
鉄
道
」
開

通
か
ら
３
カ
月
余
り
経
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
「
旅
客
の
伸
び
は

想
定
内
」
と
の
認
識
を
示
す
一

方
、
旅
客
と
「
運
び
屋
」
の
管

理
は
区
別
し
て
い
く
と
強
調
。

新
界
北
部
な
ど
で
の
運
び
屋
の

取
り
締
ま
り
に
力
を
入
れ
て
い

く
と
話
し
た
。

半
導
体
製
造
装
置
の
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
は
19
年
３
月
期
に
増

収
増
益
を
見
込
む
が
、
河
合
利

樹
社
長
は
中
国
の
半
導
体
メ
モ

リ
ー
需
要
に
つ
い
て
「
貿
易
摩

擦
の
影
響
が
出
て
い
る
。
顧
客

が
（
設
備
投
資
を
）
見
直
す
と

こ
ろ
も
あ
る
」
と
指
摘
。
Ａ
Ｎ

Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
福
沢

一
郎
執
行
役
員
は
「
旅
客
事
業

で
大
き
な
影
響
は
出
て
い
な
い

が
、
19
年
度
を
見
据
え
る
上
で

気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
」

と
強
調
す
る
。

　
商
船
三
井
の
丸
山
卓
専
務
は

「
旧
正
月
明
け
は
（
中
国
向

け
）
荷
物
が
減
る
。
貿
易
摩
擦

の
影
響
で
通
常
以
上
に
落
ち
込

む
よ
う
で
あ
れ
ば
減
便
し
な
い

と
い
け
な
い
」
と
身
構
え
る
。

　
み
ず
ほ
証
券
の
三
野
博
且
シ

ニ
ア
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
は
「
先

行
き
不
安
は
す
ぐ
に
は
解
消
し

な
い
。
投
資
を
手
控
え
る
動
き

か
ら
、
19
年
度
前
半
は
減
益
基

調
が
継
続
す
る
。
た
だ
、
年
度

後
半
に
は
半
導
体
需
要
な
ど
が

底
入
れ
し
、
業
績
は
持
ち
直
し

て
く
る
」
と
み
て
い
る
。

　
国
内
の
企
業
業
績
に
急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い
る
。
米

中
貿
易
摩
擦
の
激
化
で
中
国
経
済
の
減
速
が
鮮
明
に
な
り
、

電
機
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
需
要
が
急
減
。
業
績
予
想
の
下
方

修
正
も
相
次
い
だ
。
英
国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
な
ど

世
界
経
済
を
め
ぐ
る
不
透
明
感
は
増
し
て
お
り
、
業
績
の
先

行
き
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

国
内
企
業
、業
績
が
急
ブ
レ
ー
キ

中
国
需
要
落
ち
、減
益
修
正
相
次
ぐ

　2018年に冬季五輪が開かれた韓
国の平昌で９日、オリンピックか

ら１年を記念したコンサートが開
かれた。会場は江陵アイスアリー
ナ。人気グループや歌手らが氷上
でパフォーマンスを繰り広げた。

（ＥＰＡ＝時事）

あれから１年
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19
年
の
コ
メ
輸
出
急
減

　
２
０
１
９
年
の
ベ
ト
ナ
ム
産

コ
メ
の
輸
出
が
年
初
来
、
急
減

し
て
お
り
、
国
内
価
格
も
前
年

同
期
比
で
急
落
し
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
紙
サ
イ
ゴ
ン
・
タ
イ
ム

ズ
（
電
子
版
）
が
伝
え
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
食
糧
協
会
（
Ｖ
Ｆ

Ａ
）
は
、
国
際
コ
メ
貿
易
に
関

す
る
リ
ポ
ー
ト
を
引
用
し
、
18

年
の
ベ
ト
ナ
ム
の
コ
メ
輸
出
は

前
年
比
40
万
ト
ン
増
の
７
０
０

万
ト
ン
と
、
過
去
最
高
水
準
に

達
し
た
と
述
べ
た
。

　
し
か
し
、
コ
メ
輸
出
は
こ
と

し
に
入
っ
て
以
降
、
減
少
し
て

い
る
。
１
月
前
半
の
輸
出
量

は
、
前
年
同
期
比
31
・
８
％
減

の
13
万
２
千
ト
ン
に
と
ど
ま
っ

た
。

　
コ
メ
輸
出
減
少
の
ほ
か
、
国

内
市
場
も
需
要
が
減
少
し
て
お

り
、
価
格
が
下
落
し
て
い
る
。

特
に
、
18
〜
19
年
冬
春
期
の
新

米
Ｉ
Ｒ
５
０
４
０
４
は
キ
ロ
当

た
り
４
５
０
０
〜
４
６
０
０
ド

ン
と
、
前
年
比
で
５
０
０
〜
７

０
０
ド
ン
下
落
。
香
り
米
も
４

９
０
０
〜
５
千
ド
ン
（
前
年
は

５
５
０
０
〜
５
６
０
０
ド
ン
）

と
下
が
っ
て
い
る
。

　
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
帯
の
テ
ィ

エ
ン
ザ
ン
省
に
あ
る
民
間
会
社

バ
ン
ロ
イ
の
幹
部
は
、
コ
メ
価

格
の
下
落
に
つ
い
て
、
コ
メ
の

輸
入
市
場
の
需
要
減
少
、
冬
春

期
の
豊
作
、
テ
ト
（
旧
正
月
）

期
の
コ
メ
関
連
取
引
の
一
時
停

止
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
提
携
交
渉

　
８
日
付
の
タ
イ
紙
ポ
ス
ト
ト

ゥ
デ
ー
に
よ
る
と
、
国
立
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
）
は
７

日
、
日
本
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と

ポ
リ
マ
ー
や
ゴ
ム
な
ど
の
新
素

材
の
開
発
に
向
け
た
研
究
提
携

の
交
渉
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
発
表
に
よ
る
と
、
同
セ
ン
タ

ー
は
ナ
ノ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

を
応
用
し
た
新
素
材
の
開
発
で

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
の
提
携
を
模

索
し
て
い
る
。

　
同
技
術
を
応
用
し
た
素
材

は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
人
工

の
内
臓
、
収
縮
可
能
な
ロ
ボ
ッ

ト
の
製
造
な
ど
に
応
用
可
能

で
、
同
セ
ン
タ
ー
は
「
提
携
を

実
現
で
き
た
場
合
、
タ
イ
国
内

の
ゴ
ム
需
要
の
拡
大
に
加
え
、

環
境
に
配
慮
し
た
社
会
の
実

現
、
医
療
産
業
へ
の
貢
献
と
多

方
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と

し
て
い
る
。

阪
急
阪
神
不
動
産
と
合
弁

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
タ
イ
不

動
産
会
社
セ
ナ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
は
８
日
、
阪
急
阪
神
不

動
産
（
大
阪
市
、
若
林
常
夫
社

長
）
と
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
に
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
た

め
合
弁
会
社
４
社
を
設
立
し
た

と
発
表
し
た
。
両
社
は
既
に
七

つ
の
物
件
を
開
発
し
て
お
り
、

８
〜
11
件
目
を
建
設
す
る
。

　
セ
ナ
と
阪
急
阪
神
不
動
産
の

合
弁
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
バ
ン
コ

ク
首
都
圏
で
開
発
す
る
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
事
業
会
社
と
な

る
。
各
社
に
は
セ
ナ
が
51
％
、

阪
急
阪
神
不
動
産
が
49
％
を
出

資
し
た
。
近
く
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
に
着
手
す
る
。

　
両
社
は
最
初
の
マ
ン
シ
ョ
ン

を
２
０
１
７
年
に
発
売
し
、
こ

と
し
中
に
完
成
す
る
。
こ
れ
ま

で
計
７
件
、
総
戸
数
６
千
戸
以

上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
を
決
め

た
。

　
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
は
都
市
型

鉄
道
の
沿
線
を
中
心
に
マ
ン
シ

ョ
ン
開
発
が
相
次
い
で
お
り
、

阪
急
阪
神
不
動
産
の
ほ
か
三
菱

地
所
、
三
井
不
動
産
な
ど
大
手

各
社
が
住
宅
開
発
に
乗
り
出
し

て
い
る
。

５
Ｇ
実
証
実
験
を
開
始

　
９
日
付
の
中
国
系
日
刊
紙
、

香
港
商
報
に
よ
る
と
、
タ
イ
政

府
は
８
日
、
中
国
通
信
機
器
大

手
、
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ

イ
、
広
東
省
深
圳
市
）
が
、
タ

イ
で
次
世
代
通
信
規
格
「
５

Ｇ
」
技
術
の
実
証
実
験
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。
タ
イ
政
府

に
よ
れ
ば
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
が

東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
同
実
験
を

行
う
の
は
初
め
て
。

　
ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、

タ
イ
当
局
者
は
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ

に
よ
る
５
Ｇ
実
験
に
つ
い
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
問
題
を

全
く
感
じ
て
い
な
い
と
述
べ

た
。

　
関
係
筋
の
話
に
よ
れ
ば
、
フ

ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
タ
イ
携
帯
電
話

大
手
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
イ
ン
フ

ォ
・
サ
ー
ビ
ス
と
同
国
放
送
通

信
会
社
ト
ゥ
ル
ー
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
協
議
し
て
い

る
。

　
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
時
事
】
イ

ン
ド
南
部
ケ
ラ
ラ
州
の
飼
育
施

設
で
５
日
、
88
歳
の
雌
の
ア
ジ

ア
ゾ
ウ
「
ダ
ク
シ
ャ
ヤ
ニ
」
が

死
ん
だ
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
な
ど
に

よ
る
と
、
人
間
の
飼
育
下
で
の

長
寿
で
ギ
ネ
ス
記
録
に
残
る
ア

ジ
ア
ゾ
ウ
は
、
台
湾
で
２
０
０

３
年
に
86
歳
で
死
ん
だ
雄
の

「
リ
ン
ワ
ン
」
で
、
ダ
ク
シ
ャ

ヤ
ニ
が
最
高
齢
の
記
録
を
塗
り

替
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
、

ダ
ク
シ
ャ
ヤ
ニ
は
穏
や
か
な
性

質
で
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
地

元
ヒ
ン
ズ
ー
教
寺
院
の
宗
教
行

事
に
重
用
さ
れ
て
い
た
。
タ
イ

ム
ズ
・
オ
ブ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
紙

は
「
バ
ナ
ナ
や
ス
イ
カ
な
ど
の

果
物
を
持
っ
て
行
く
と
、
鼻
を

飼
育
員
の
肩
に
乗
せ
て
感
謝
を

表
し
た
」
と
愛
ら
し
か
っ
た
姿

を
伝
え
た
。（

Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル

ー
プ
（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
）
傘
下
の
ア

ユ
タ
ヤ
銀
行
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
・
グ
ル
ー
プ
と
デ
ジ
タ
ル
・

バ
ン
キ
ン
グ
部
門
担
当
幹
部
タ

コ
ン
氏
は
11
日
、
ア
ユ
タ
ヤ
銀

の
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
ア
プ

リ
「
ク
ル
ン
シ
ー
・
モ
バ
イ

ル
・
ア
プ
リ
（
Ｋ
Ｍ
Ａ
）
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
た
め
、

８
億
バ
ー
ツ
を
投
資
す
る
と
発

表
し
た
。

　
Ｋ
Ｍ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
電
子
決

済
や
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
）
か
ら
の
カ
ー
ド
な
し
現
金

モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
に
８
億
バ
ー
ツ　

ア
ユ
タ
ヤ
銀　

日
本
で
Ｑ
Ｒ
決
済
へ

定
。

　
今
後
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
Ｑ

Ｒ
決
済
を
拡
大
す
る
計
画
。

　
Ｋ
Ｍ
Ａ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー

ザ
ー
数
は
２
０
１
８
年
末
時
点

で
２
５
０
万
人
、
年
間
の
ア
プ

リ
の
利
用
件
数
が
10
億
件
だ
っ

た
。
最
も
人
気
の
高
い
機
能
は

預
金
残
高
の
確
認
が
７
億
件
、

取
引
履
歴
の
確
認
が
１
億
５
千

万
件
、
送
金
が
７
５
０
０
万
件

の
順
だ
っ
た
。
こ
と
し
は
新
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
ア
ク
テ

ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
数
に
つ
い
て
前

年
比
２
倍
の
５
０
０
万
人
、
利

用
件
数
25
億
〜
26
億
件
を
目
指

す
。

「
世
界
最
高
齢
」

88
歳
の
ゾ
ウ
死
ぬイン

ド

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
関
西
み

ら
い
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
の
み
な
と
銀
行
は
８
日
、
タ

イ
に
進
出
し
て
い
る
顧
客
の
支

援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
タ

イ
の
民
間
大
手
バ
ン
コ
ク
銀
行

と
業
務
提
携
し
た
と
発
表
し

た
。
同
日
、
み
な
と
銀
行
の
服

部
博
明
頭
取
と
バ
ン
コ
ク
銀
行

の
嶋
村
浩
執
行
副
頭
取
が
バ
ン

コ
ク
銀
行
内
で
業
務
提
携
書
に

署
名
し
た
。

　
今
回
の
提
携
に
よ
り
、
み
な

と
銀
行
の
顧
客
が
タ
イ
国
内
で

資
金
調
達
す
る
際
に
同
行
が
保

証
状
を
出
す
こ
と
で
、
バ
ン
コ

ク
銀
行
か
ら
バ
ー
ツ
建
て
の
融

資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
他
の
提
携
内
容
は
、

▽
タ
イ
の
市
場
情
報
や
投
資
環

境
の
紹
介
▽
両
行
の
顧
客
間
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
▽
タ

イ
で
の
口
座
開
設
や
外
国
為
替

な
ど
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

—
—

な
ど
と
し
て
い
る
。

　
み
な
と
銀
行
の
服
部
頭
取
は

「
１
０
０
社
程
度
の
日
本
の
顧

客
が
タ
イ
に
進
出
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
進
出
を
計
画
し
て
い

る
中
小
企
業
の
顧
客
も
い
る
。

業
種
で
は
自
動
車
部
品
関
連
が

多
い
」
と
説
明
。
顧
客
支
援
の

バ
ン
コ
ク
銀
行
と
提
携

み
な
と
銀
、邦
銀
26
行
目

強
化
に
向
け
、
「
バ
ン
コ
ク
銀

行
へ
の
出
向
者
派
遣
も
検
討
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
同
行
は
海

外
で
は
既
に
上
海
に
駐
在
員
事

務
所
を
持
っ
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ク
銀
行
の
嶋
村
執
行

副
頭
取
に
よ
る
と
、
今
回
の
提

携
で
、
バ
ン
コ
ク
銀
行
と
同
様

の
提
携
を
行
っ
て
い
る
日
本
の

銀
行
は
26
行
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
17
行
が
バ
ン
コ
ク
銀
行
に

出
向
者
を
出
し
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
旅
行
大
手
ベ
ト

ラ
ベ
ル
は
、
今
後
の
空
運
需
要

の
伸
び
に
対
応
す
る
た
め
に
、

自
社
航
空
会
社
設
立
計
画
を
検

討
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
メ

デ
ィ
ア
の
Ｖ
Ｎ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

が
伝
え
た
。

　
グ
エ
ン
・
ク
オ
ッ
ク
・
キ
ー

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

は
、
ト
ゥ
ア
テ
ィ
エ
ン
フ
エ
省

フ
エ
市
で
開
催
さ
れ
た
観
光
会

議
で
、
国
内
の
航
空
市
場
は
依

然
と
し
て
「
可
能
性
で
あ
ふ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
。
ベ
ト
ナ
ム

国
民
は
１
億
人
を
超
え
、
外
国

人
観
光
客
は
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、
２
０
１
８
年
は
過
去
最

高
の
１
５
５
０
万
人
が
訪
越
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
航
空
会
社

５
社
は
数
が
少
な
い
と
指
摘
し

た
。

　
べ
ト
ラ
ベ
ル
は
提
携
チ
ャ
ー

タ
ー
便
で
航
空
関
連
の
事
業
を

開
始
。
過
去
２
年
間
で
、
年
３

０
０
便
の
国
内
、
国
際
線
を
運

航
し
た
。

　
同
省
の
フ
バ
イ
国
際
空
港

は
、
年
間
の
処
理
能
力
を
１
５

０
万
人
か
ら
５
０
０
万
人
に
す

る
た
め
の
拡
張
計
画
を
検
討
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
航
空
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
航
空
、
ベ
ト
ジ

ェ
ッ
ト
、
ベ
ト
ナ
ム
エ
ア
サ
ー

ビ
ス
（
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
、
先
月

か
ら
就
航
を
開
始
し
た
バ
ン
ブ

ー
航
空
の
計
５
社
が
操
業
し
て

い
る
。

引
き
出
し
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
技

術
を
活
用
し
た
「
投
資
信
託
ロ

ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
提
供
し

て
き
た
。
こ
と
し
１
〜
３
月
期

中
に
は
Ｋ
Ｍ
Ａ
を
使
っ
た
銀
行

口
座
開
設
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
、
上
半
期
中
に
自
動
車
ロ
ー

ン
と
住
宅
ロ
ー
ン
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
同
行

の
取
引
先
中
小
企
業
の
商
品
を

中
心
に
品
ぞ
ろ
え
し
た
電
子
商

取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
機
能
を
加
え

る
。

　
ア
ユ
タ
ヤ
銀
は
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
と

協
力
し
、
２
国
間
で
利
用
可
能

な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
２
次
元
コ
ー

ド
）
決
済
に
つ
い
て
、
日
本
で

シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
て
お

り
、
こ
と
し
３
月
ま
で
に
本
格

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予

　
【
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
時

事
】
国
際
海
事
局
（
Ｉ
Ｍ
Ｂ
、

本
部
ロ
ン
ド
ン
）
は
８
日
ま
で

に
、
２
０
１
８
年
の
海
賊
事
件

統
計
（
未
遂
含
む
）
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
ラ
ッ

カ
海
峡
を
除
く
マ
レ
ー
シ
ア
海

域
で
の
海
賊
事
件
は
11
件
で
、

前
年
の
７
件
か
ら
増
加
し
た
。

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
の
事
件
は
前

年
同
期
と
同
じ
く
ゼ
ロ
だ
っ

た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
海
域
で
起
き
た

海
賊
事
件
の
う
ち
８
件
が
既

遂
、
３
件
が
未
遂
だ
っ
た
。
既

遂
事
件
は
い
ず
れ
も
船
舶
へ
の

乱
入
で
、
全
体
で
乗
組
員
５
人

が
誘
拐
さ
れ
、
１
人
が
負
傷

し
、
２
人
が
人
質
と
な
っ
た
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｂ
に
よ
る
と
、
具
体
的

に
は
同
海
域
に
お
い
て
、
サ
バ

州
沖
で
漁
船
２
隻
の
乗
組
員
計

５
人
が
誘
拐
さ
れ
た
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
が
タ
グ
ボ
ー

ト
に
向
け
て
発
砲
し
、
船
長
が

足
を
撃
た
れ
た
と
い
う
。

　
一
方
、
全
世
界
で
の
海
賊
事

件
数
は
２
０
１
件
（
前
年
１
８

０
件
）
。
地
域
別
で
は
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
の
48
件
（
同
33
件
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
36
件
（
同
43
件
）
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
12
件
（
同
11

件
）
と
続
い
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
海
域
で
は
マ
レ

ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ほ

か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
10
件
（
同

22
件
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡

で
は
３
件
（
同
４
件
）
の
事
件

が
発
生
し
た
。

　
９
日
付
の
マ
レ
ー
シ
ア
紙
ニ

ュ
ー
・
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム

ズ
に
よ
る
と
、
米
ピ
ザ
・
チ
ェ

ー
ン
大
手
「
ド
ミ
ノ
・
ピ
ザ
」

を
マ
レ
ー
シ
ア
で
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
展
開
す
る
ド
マ
ル
・
フ
ー

ド
・
サ
ー
ビ
シ
ズ
は
８
日
、
２

０
２
０
年
中
に
国
内
店
舗
数
を

３
０
０
店
に
拡
大
す
る
方
針
を

示
し
た
。
現
在
の
店
舗
数
は
２

３
６
店
。

20
年
中
に
300
店
目
指
す

ド
ミ
ノ
・
ピ
ザ

旅
行
大
手
べ
ト
ラ
ベ
ル

航
空
会
社
設
立
に
意
欲

ベ
ト
ナ
ム

18
年
の
海
賊
事
件

マ
レ
ー
シ
ア
海
域
は
11
件



日
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
の
取
材
に
対
し
、

こ
の
書
簡
を
数
週
間
前
に
受
け

取
っ
た
と
説
明
。
「
既
に
再
調

査
が
行
わ
れ
、
日
産
の
外
部
弁

護
士
か
ら
の
一
連
の
口
頭
と
文

書
に
よ
る
回
答
で
十
分
に
対
応

し
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
、
「
（
今
回
）
問
題

と
し
て
い
る
や
り
と
り
は
、
現

在
行
わ
れ
て
る
ル
ノ
ー
や
同
社

の
弁
護
士
ら
と
の
議
論
の
状
況

を
反
映
し
て
い
な
い
」
と
の
見

解
も
示
し
た
。

　

【
ロ
ン
ド
ン
・
ロ
イ
タ
ー
時

事
】
英
国
が
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
２

０
１
６
年
の
国
民
投
票
の
結

果
、
英
国
企
業
の
対
Ｅ
Ｕ
投
資

が
拡
大
し
た
。
英
ロ
ン
ド
ン
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ

ク
ス
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
の
研
究
者
ら

が
11
日
公
表
し
た
リ
ポ
ー
ト

で
、
こ
ん
な
調
査
結
果
が
示
さ

れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
16
年
半
ば

か
ら
18
年
９
月
に
英
国
か
ら
Ｅ

Ｕ
へ
の
直
接
投
資
は
12
％
伸
び

た
。
金
額
に
し
て
約
83
億
ポ
ン

ド
増
え
、
ほ
と
ん
ど
が
サ
ー
ビ

ス
業
向
け
だ
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
英
国

へ
の
投
資
は
11
％
（
約
35
億
ポ

ン
ド
）
減
少
し
た
。

　

リ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
研
究

者
は
「
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
方
針
）
で

投
資
先
と
し
て
の
英
国
の
魅
力

が
薄
れ
た
こ
と
が
デ
ー
タ
で
示

さ
れ
た
」
と
指
摘
。
「
投
資
の

減
少
は
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
、
英
国
の
労
働
者
が
新
規
の

雇
用
機
会
を
失
う
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
懸
念
を
示
し
た
。

　

沖
縄
県
石
垣
市
の
尖
閣
諸
島

沖
で
11
日
、
中
国
海
警
局
の

「
海
警
」
４
隻
が
日
本
の
領
海

に
侵
入
し
、
約
２
時
間
航
行
し

た
。
尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
公

船
の
領
海
侵
入
は
先
月
18
日
以

来
で
、
こ
と
し
年
４
回
目
。

　

第
11
管
区
海
上
保
安
本
部

（
那
覇
市
）
に
よ
る
と
、
海
警

「
１
３
０
６
」
「
２
３
０
６
」

「
２
５
０
１
」
「
３
３
１
０

３
」
が
午
前
10
時
５
〜
20
分
ご

ろ
、
魚
釣
島
北
北
西
の
領
海
に

侵
入
。
同
11
時
45
分
〜
午
後
０

時
５
分
ご
ろ
、
同
島
西
南
西
で

領
海
を
出
た
。

　

英
紙
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ

イ
ム
ズ
は
10
日
、
ス
イ
ス
金
融

最
大
手
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
、
１
万
人
の

従
業
員
を
対
象
に
賞
与
の
支
払

い
方
針
を
見
直
し
た
と
報
じ

た
。
賞
与
に
関
す
る
不
確
実
性

を
減
ら
し
、
管
理
職
が
そ
の
配

分
に
費
や
す
時
間
を
削
減
す
る

た
め
。

　

同
紙
に
よ
る
と
、
対
象
は
人

事
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
従
業

員
。
今
後
は
（
業
績
な
ど
を
反

映
す
る
）
変
動
型
の
賞
与
を
受

け
取
ら
な
い
と
い
う
。

　

Ｕ
Ｂ
Ｓ
か
ら
コ
メ
ン
ト
は
得

ら
れ
て
い
な
い
。
（
ロ
イ
タ
ー

時
事
）
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立
憲
民
主
党
は
11
日
、
全
国

幹
事
長
・
選
挙
責
任
者
会
議
を

東
京
都
内
で
開
き
、
地
方
組
織

の
幹
部
ら
と
今
後
の
主
要
選
挙

に
向
け
た
取
り
組
み
方
針
を
協

議
し
た
。
枝
野
幸
男
代
表
は
与

党
幹
部
が
夏
の
衆
参
同
日
選
に

言
及
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
「
衆
院
解
散
を
打
っ
て
い

た
だ
け
る
な
ら
し
っ
か
り
と
受

け
て
立
つ
決
意
だ
」
と
表
明
。

情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
各
地
で
衆
院
選
候
補
者
の
選

定
を
急
ぐ
よ
う
指
示
し
た
。

　

枝
野
氏
は
「
い
つ
あ
ち
ら

（
安
倍
晋
三
首
相
）
が
我
慢
し

切
れ
な
く
な
っ
て
解
散
に
打
っ

て
出
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
躍
進

し
て
政
治
の
流
れ
を
大
き
く
変

え
ら
れ
る
よ
う
に
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
強
調
。
４
月
の
統
一

地
方
選
や
夏
の
参
院
選
を
含
め

た
選
挙
戦
略
と
し
て
、
既
存
の

政
治
に
不
信
感
を
持
ち
、
こ
れ

ま
で
投
票
し
て
こ
な
か
っ
た
有

権
者
層
を
「
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
と
捉
え
て
浸
透
に
努
め
る

よ
う
求
め
た
。

　

ま
た
、
首
相
が
10
日
の
自
民

党
大
会
で
「
悪
夢
の
よ
う
な
民

主
党
政
権
」
と
発
言
し
た
こ
と

を
取
り
上
げ
、
「
利
権
を
手
放

衆
院
選
準
備
の
前
倒
し
指
示

立
憲
幹
事
長
会
議  

枝
野
氏「
解
散
受
け
て
立
つ
」

　

【
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ロ
イ
タ
ー

時
事
】
ブ
ラ
ジ
ル
当
局
は
８

日
、
同
国
資
源
大
手
バ
ー
レ
に

対
し
、
予
防
措
置
と
し
て
ミ
ナ

ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
・
ゴ
ン
ゴ
ソ

コ
鉱
山
の
ダ
ム
地
区
の
約
５
０

０
人
を
避
難
さ
せ
る
よ
う
命
じ

た
。
バ
ー
レ
が
公
表
し
た
声
明

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
ブ
ル

マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
は
先
月
25
日
、

バ
ー
レ
が
運
営
す
る
別
の
鉱
山

の
ダ
ム
決
壊
事
故
が
あ
り
、
死

者
は
推
計
３
０
０
人
と
過
去
最

悪
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　

声
明
に
よ
る
と
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
調
査
会
社
が
ゴ
ン
ゴ

ソ
コ
の
ダ
ム
に
は
安
定
状
態
を

保
証
す
る
証
明
書
が
発
行
さ
れ

て
い
な
い
と
指
摘
。
こ
れ
を
受

け
、
ブ
ラ
ジ
ル
鉱
山
当
局
が
こ

の
ダ
ム
の
避
難
措
置
を
命
じ
た

と
い
う
。

　

バ
ー
レ
は
、
当
該
地
域
の
検

査
を
強
化
し
て
い
る
と
表
明
。

振
動
検
知
器
を
設
置
し
て
お

り
、
国
際
的
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
評
価
を
依
頼
し
て
い
る
と

強
調
し
た
。

ル
ノ
ー
新
会
長
、14
日
訪
日

仏
紙
報
道  

日
産
社
長
と
会
談
へ

　

【
パ
リ
時
事
】
11
日
付
の
フ

ラ
ン
ス
紙
フ
ィ
ガ
ロ
は
、
仏
自

動
車
大
手
ル
ノ
ー
の
ス
ナ
ー
ル

新
会
長
が
14
日
、
就
任
以
来
初

め
て
訪
日
す
る
と
報
じ
た
。
日

産
自
動
車
の
西
川
広
人
社
長
と

会
談
し
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン

被
告
の
不
正
問
題
を
め
ぐ
っ
て

悪
化
し
た
両
社
間
の
信
頼
回
復

を
目
指
す
と
い
う
。

　

ス
ナ
ー
ル
氏
は
１
月
24
日
、

ゴ
ー
ン
被
告
の
会
長
兼
最
高
経

営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
辞
任
に

伴
い
、
新
会
長
に
指
名
さ
れ

た
。
ス
ナ
ー
ル
氏
と
西
川
氏

は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
同
31

日
と
２
月
１
日
に
開
か
れ
た
日

産
・
ル
ノ
ー
と
三
菱
自
動
車
の

３
社
連
合
幹
部
会
議
で
初
め
て

会
談
し
た
。

　　

【
パ
リ
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
】
10
日

付
の
仏
日
曜
紙
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・

デ
ュ
・
デ
ィ
マ
ン
シ
ュ
は
、
自

動
車
大
手
ル
ノ
ー
の
弁
護
士
ら

が
、
前
会
長
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー

ン
被
告
の
事
件
に
絡
ん
だ
日
産

自
動
車
に
よ
る
内
部
調
査
の
手

法
を
非
難
し
て
い
る
と
報
じ

た
。

　

同
紙
に
よ
る
と
、
ル
ノ
ー
の

弁
護
士
ら
は
１
月
19
日
付
で
日

産
に
書
簡
を
送
付
。
ル
ノ
ー
の

し
て
し
ま
っ
た
彼
ら
に
と
っ
て

は
悪
夢
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
自
殺
者
数
が
減
る
な
ど
良

く
な
っ
た
部
分
も
多
々
あ
る
」

と
反
論
。
安
倍
政
権
下
で
老
後

や
子
育
て
の
不
安
が
増
大
し
て

い
る
と
指
摘
し
、
「
悪
い
夢
で

は
な
く
現
実
が
悪
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
だ
」
と
述
べ
た
。

全国幹事長・選挙責任者会議であいさつする立憲民主党の枝野幸男代表
（左奥）＝11日午後、東京都千代田区

一
部
社
員
へ
の
対
応
を
含
め
日

産
と
同
社
弁
護
士
チ
ー
ム
に
よ

る
内
部
調
査
の
進
め
方
に
「
重

大
な
懸
念
」
を
抱
い
て
い
る
と

伝
え
た
。

　

ル
ノ
ー
の
弁
護
士
ら
は
ま

た
、
「
日
本
の
検
察
当
局
を
通

じ
て
ル
ノ
ー
社
員
と
面
談
し
よ

う
と
し
た
日
産
と
同
社
弁
護
士

ら
の
手
法
を
把
握
し
、
遺
憾
だ

と
判
断
す
る
の
に
十
分
な
証
拠

を
集
め
た
」
と
も
指
摘
し
た
。

　

日
産
は
「
ゴ
ー
ン
被
告
の
逮

捕
後
、
容
疑
内
容
を
裏
付
け
る

証
拠
」
を
調
査
し
た
が
、
ル
ノ

ー
に
は
対
応
を
相
談
し
な
か
っ

た
。
日
産
は
、
ル
ノ
ー
に
通
告

す
る
こ
と
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

レ
バ
ノ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る

ゴ
ー
ン
被
告
の
家
を
調
べ
よ
う

と
し
た
と
い
う
。

　

日
産
の
広
報
担
当
者
は
10

　

【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
時
事
】
米

音
楽
界
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る

第
61
回
グ
ラ
ミ
ー
賞
の
授
賞
式

が
10
日
午
後
（
日
本
時
間
10

日
）
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
か

れ
、
最
優
秀
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ビ
デ
オ
賞
に
、
東
京
生
ま
れ
の

ヒ
ロ
・
ム
ラ
イ
さ
ん
監
督
の
作

品
が
輝
い
た
。

　

受
賞
作
は
、
チ
ャ
イ
ル
デ
ィ

ッ
シ
ュ
・
ガ
ン
ビ
ー
ノ
さ
ん

が
発
表
し
た

楽
曲
「
デ
ィ

ス
・
イ
ズ
・

ア
メ
リ
カ
」

の
音
楽
ビ
デ

オ
。
米
国
の

銃
撃
事
件
や

人
種
差
別
を

象
徴
す
る
シ
ー
ン
が
話
題
を
呼

ん
だ
。　

　

「
デ
ィ
ス
・
イ
ズ
・
ア
メ
リ

カ
」
は
主
要
部
門
の
う
ち
、
最

優
秀
レ
コ
ー
ド
賞
と
最
優
秀
楽

曲
賞
を
制
し
た
。
ム
ラ
イ
さ
ん

は
子
ど
も
の
頃
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
に
移
住
し
、
米
国
で
活
躍
す

る
映
像
監
督
で
、
父
親
は
「
翼

を
く
だ
さ
い
」
で
知
ら
れ
る
作

曲
家
の
村
井
邦
彦
さ
ん
。

ヒロ・ムライさんにグラミー賞
音楽ビデオ部門

　

【
ハ
ノ
イ
時
事
】
ベ
ト
ナ

ム
・
ニ
ュ
ー
ス
紙
（
電
子
版
）

な
ど
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ダ
ナ
ン
国
際
空
港
の
幹
部
は
こ

の
ほ
ど
、
ダ
ナ
ン
と
日
本
の
中

部
国
際
空
港
を
結
ぶ
直
航
便
を

こ
と
し
後
半
に
就
航
さ
せ
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に

先
立
ち
、
５
月
と
８
月
に
チ
ャ

ー
タ
ー
便
を
運
航
す
る
。
名
古

屋
や
東
海
地
方
か
ら
の
観
光
・

ビ
ジ
ネ
ス
客
の
誘
致
に
加
え
、

企
業
の
ダ
ナ
ン
お
よ
び
周
辺
地

域
へ
の
投
資
を
促
す
呼
び
水
と

し
た
い
考
え
だ
。
今
月
20
日
に

二
つ
の
空
港
当
局
が
覚
書
を
交

わ
す
予
定
と
し
て
い
る
。

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
ダ
ナ
ン
を

昨
年
訪
れ
た
日
本
人
観
光
客
は

40
万
人
を
超
え
、
２
０
１
３
年

の
10
倍
に
急
増
。
国
・
地
域
別

で
２
位
だ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
航

空
は
ダ
ナ
ン
と
成
田
、
関
西
の

２
路
線
を
運
航
。
ダ
ナ
ン
乗
り

入
れ
便
が
増
え
る
こ
と
で
、
日

本
と
の
往
来
が
さ
ら
に
活
発
に

な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

【
ソ
ウ
ル
時
事
】
慰
安
婦
問

題
を
め
ぐ
る
日
韓
政
府
間
合
意

に
反
対
し
、
破
棄
を
求
め
て
い

る
韓
国
の
団
体
「
日
本
軍
性
奴

隷
制
問
題
解
決
の
た
め
の
正
義

記
憶
連
帯
（
正
義
連
）
」
は
11

日
、
声
明
を
出
し
、
「
日
本
政

府
は
、
謝
罪
を
受
け
た
被
害
者

が
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
誠
実
に
謝
罪
し
た
』
と
主
張

し
て
い
る
」
と
非
難
し
た
。

　

外
務
省
の
大
菅
岳
史
報
道
官

は
先
に
、
元
慰
安
婦
の
故
金
福

童
さ
ん
の
訃
報
に
関
し
て
米
紙

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に

寄
稿
、
「
日
本
政
府
は
多
く
の

機
会
に
、
元
慰
安
婦
に
対
し
心

か
ら
の
お
わ
び
と
悔
恨
を
伝
え

て
い
る
」
と
説
明
し
て
お
り
、

正
義
連
は
こ
れ
に
反
論
し
た
形

だ
。　

ダ
ナ
ン
～
中
部
国
際
の
直
航
便

こ
と
し
後
半
に
就
航

「
謝
罪
受
け
た
被
害
者
な
し
」

慰
安
婦
合
意
反
対
の
韓
国
団
体

中
国
公
船
４
隻
、領
海
侵
入

沖
縄
・
尖
閣
沖

10日、米ロサンゼルスで開かれ
た第61回グラミー賞授賞式で、
最優秀ミュージック・ビデオ賞
に選ばれたヒロ・ムライさん
（中央）（ＡＦＰ時事）

内
部
調
査
に

「
重
大
な
懸
念
」

ル
ノ
ー
、仏
紙
が
報
道

対
Ｅ
Ｕ
投
資
拡
大

投
票
後
の
英
企
業

「
離
脱
」で
12
％
増

賞
与
支
払
い
方
針

Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
見
直
し

バ
ー
レ
鉱
山
ダ
ム

500
人
に
避
難
命
令

ブ
ラ
ジ
ル
当
局
が
予
防
措
置
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大
相
撲

高
梨
が
今
季
初
Ｖ

Ｗ
杯
ジ
ャ
ン
プ  

最
多
更
新
の
通
算
56
勝
目

　
【
リ
ュ
ブ
ノ
（
ス
ロ
ベ
ニ

ア
）
時
事
】
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス

キ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
ジ
ャ
ン
プ
女
子
は
10
日
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
リ
ュ
ブ
ノ
で
個

人
第
15
戦
（
Ｈ
Ｓ
94
メ
ー
ト

ル
、
Ｋ
点
85
メ
ー
ト
ル
）
が
行

わ
れ
、
高
梨
沙
羅
（
ク
ラ
レ
）

が
89
・
５
メ
ー
ト
ル
、
82
・
５

メ
ー
ト
ル
を
飛
び
、
合
計
２
２

３
・
９
点
で
今
季
初
優
勝
を
果

た
し
た
。
Ｗ
杯
歴
代
最
多
を
更

新
す
る
通
算
56
勝
目
。
２
位
に

は
マ
ー
レ
ン
・
ル
ン
ビ
（
ノ
ル

ウ
ェ
ー
）
が
入
っ
た
。

　
高
梨
は
１
回
目
の
飛
躍
で
高

得
点
を
稼
い
で
２
位
以
下
に
差

を
つ
け
、
２
回
目
は
飛
距
離
を

落
と
し
な
が
ら
も
ま
と
め
て
、

首
位
を
保
っ
た
。

　
伊
藤
有
希
（
土
屋
ホ
ー
ム
）

は
16
位
、
勢
藤
優
花
（
北
海
道

ハ
イ
テ
ク
Ａ
Ｃ
）
は
28
位
。
丸

山
希
（
明
大
）
、
岩
渕
香
里

（
北
野
建
設
）
は
上
位
30
人
に

よ
る
２
回
目
に
進
め
な
か
っ

た
。

　
高
梨
が
待
望
の
今
季
初
勝
利

を
手
に
し
た
。
「
す
ご
く
う
れ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

し
い
。
新
し
い
自
分
の
ジ
ャ
ン

プ
を
探
し
て
試
行
錯
誤
し
て
き

た
中
で
、
や
っ
と
形
に
な
っ

た
」
。
昨
季
の
最
終
戦
以
来
と

な
る
表
彰
台
の
真
ん
中
に
立

ち
、
爽
や
か
な
笑
顔
を
浮
か
べ

た
。

　
強
風
で
予
選
は
中
止
。
本
戦

も
風
の
影
響
で
中
断
が
繰
り
返

さ
れ
た
。
悪
条
件
に
苦
し
む
選

手
が
相
次
ぐ
中
、
「
し
っ
か
り

自
分
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
集
中
で

き
た
」
と
評
す
る
１
回
目
の
飛

躍
で
２
位
以
下
を
引
き
離
し

た
。
「
少
し
緊
張
し
、
欲
も
出

て
し
ま
っ
た
」
２
回
目
は
、
飛

び
出
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ

て
Ｋ
点
に
届
か
ず
。
得
点
が
出

る
ま
で
は
不
安
そ
う
に
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
を
見
上
げ
て
い
た
が
、

優
勝
が
決
ま
る
と
口
元
を
緩

め
、
駆
け
つ
け
た
伊
藤
と
抱
き

合
っ
た
。

　
今
は
さ
ら
な
る
進
化
を
求

め
、
ゼ
ロ
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
を
作

Ｗ
杯
今
季
初
優
勝
を
果
た
し
、
表
彰
台
で
笑
顔
を
見
せ
る
高
梨
沙
羅

（
右
）
。
左
は
２
位
の
ル
ン
ビ
＝
10
日
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
リ
ュ
ブ
ノ
（
Ａ
Ｆ

Ｐ
時
事
）

り
直
し
て
い
る
最
中
。
目
先
の

結
果
へ
の
こ
だ
わ
り
は
封
印

し
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。
そ
ん
な
我
慢
を
重
ね
な
が

ら
、
よ
う
や
く
引
き
寄
せ
た
一

勝
に
は
特
別
な
価
値
が
あ
る
。

「
や
っ
と
取
れ
た
１
位
。
き
ょ

う
の
一
勝
は
今
ま
で
取
っ
た
１

位
よ
り
も
格
別
な
も
の
に
な
っ

た
」
。
こ
の
日
ば
か
り
は
勝
利

の
余
韻
に
浸
っ
て
い
た
。

           

（
リ
ュ
ブ
ノ
時
事
）

　
大
相
撲
春
場
所
（
３
月
10
日

初
日
、
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ

大
阪
）
の
新
弟
子
検
査
に
、
昨

年
の
全
国
中
学
校
選
手
権
大
会

で
優
勝
し
た
吉
井
虹
（
静
岡
・

港
３
年
）
が
中
川
部
屋
か
ら
受

検
す
る
こ
と
が
11
日
分
か
っ

た
。

　
吉
井
は
「
小
学
生
の
時
か
ら

中
卒
で
入
る
と
い
う
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
。
入
る
か
ら

に
は
横
綱
に
な
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

　
師
匠
と
な
る
中
川
親
方
（
元

幕
内
旭
里
）
は
「
ま
じ
め
で
す

ご
く
負
け
ず
嫌
い
な
子
。
前
に

出
る
相
撲
を
教
え
て
い
き
た

い
」
と
期
待
を
込
め
て
話
し

た
。

日
本
勢
、ア
ジ
ア
リ
ー
グ
脱
退
へ

来
季
国
内
リ
ー
グ
復
活
か

　
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
男
子
の
ア

ジ
ア
リ
ー
グ
で
、
日
本
か
ら
参

加
し
て
い
る
３
チ
ー
ム
が
今
季

限
り
で
脱
退
し
、
来
季
を
目
標

に
国
内
リ
ー
グ
を
復
活
さ
せ
て

活
動
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が

11
日
、
分
か
っ
た
。

　
２
０
０
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
ア
ジ
ア
リ
ー
グ
に
は
今
季
、

王
子
、
栃
木
日
光
、
東
北
、
日

本
製
紙
の
４
チ
ー
ム
と
、
韓
国

の
３
チ
ー
ム
、
ロ
シ
ア
の
１
チ

ー
ム
が
参
加
。
こ
の
う
ち
日
本

製
紙
は
昨
年
12
月
に
今
季
限
り

の
廃
部
を
発
表
し
た
。
関
係
者

に
よ
る
と
、
か
ね
て
遠
征
費
の

負
担
が
重
く
な
っ
て
お
り
、
脱

退
案
に
つ
い
て
「
日
本
製
紙
の

廃
部
決
定
が
き
っ
か
け
。
（
３

チ
ー
ム
間
で
）
検
討
が
進
ん
で

い
た
」
と
い
う
。
　

　
か
つ
て
コ
ク
ド
、
西
武
鉄
道

（
と
も
に
統
合
後
廃
部
）
な
ど

が
所
属
し
て
い
た
国
内
の
日
本

リ
ー
グ
は
、
04
年
を
最
後
に
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。
国
内
リ
ー

グ
を
行
う
場
合
に
は
３
チ
ー
ム

の
ほ
か
、
日
本
製
紙
の
選
手
の

　
【
ア
ナ
ハ
イ
ム
時
事
】
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
四
大
陸
選

手
権
で
上
位
に
入
っ
た
選
手
ら

に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
10

日
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア

ナ
ハ
イ
ム
で
行
わ
れ
、
優
勝
し

た
女
子
の
紀
平
梨
花
（
関
大

ク
）
、
男
子
の
宇
野
昌
磨
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
）
ら
が
観
衆
を
沸

か
せ
た
。
黒
と
紫
の
衣
装
に
身

　
先
発
転
向
へ
、
オ
リ
ッ
ク
ス

の
山
本
が
着
実
に
調
整
し
て
い

る
。
11
日
の
紅
白
戦
で
先
発

し
、
２
回
を
無
安
打
４
奪
三

振
。
立
ち
上
が
り
は
三
者
三
振

に
仕
留
め
た
。
「
初
回
は
ボ
ー

ル
先
行
で
駄
目
だ
な
、
と
思
っ

た
け
ど
、
そ
こ
で
気
持
ち
を

切
り
替
え

た
。
二
回
は

ス
ト
ラ
イ
ク

が
先
行
し

て
、
球
数
も

少
な
く
い
け

た
」
。
今
キ

ャ
ン
プ
初
の

実
戦
に
充
実

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

紀
平
、宇
野
ら
が
魅
了

四
大
陸
選
手
権  

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

を
包
ん
だ
紀
平
は
、
「
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
紀
平
梨
花
さ
ん
で

す
」
と
日
本
語
で
紹
介
さ
れ
て

リ
ン
ク
へ
。
開
幕
２
日
前
に
薬

指
を
亜
脱
臼
し
た
左
手
に
は
テ

ー
ピ
ン
グ
を
施
し
、
ダ
ブ
ル
ア

ク
セ
ル
（
２
回
転
半
）
な
ど
３

本
の
ジ
ャ
ン
プ
を
披
露
し
た
。

　
宇
野
は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な

歓
声
を
浴
び
て
登
場
。
人
気
ジ

ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ハ
リ

ー
・
コ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ニ
ア
の

「
タ
イ
ム
・
ア
フ
タ
ー
・
タ
イ

ム
」
に
合
わ
せ
た
演
技
で
魅
了

し
た
。
　

　
女
子
３
位
の
三
原
舞
依
（
シ

ス
メ
ッ
ク
ス
）
や
、
ア
イ
ス
ダ

ン
ス
９
位
の
小
松
原
美
里
（
倉

敷
ク
）
テ
ィ
ム
・
コ
レ
ト
（
米

国
）
組
も
参
加
し
た
。

フィギュアスケート四大陸選手権のエキシビションに参加した紀平梨花
＝10日、米カリフォルニア州アナハイム

原
沢
、ウ
ル
フ
は
２
位

女
子
の
大
野
が
優
勝

Ｇ
Ｓ
パ
リ
大
会

感
を
に
じ
ま
せ
た
。

　
高
卒
２
年
目
の
昨
季
、
１
５

０
キ
ロ
超
の
快
速
球
と
鋭
い
カ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
武
器
に
ブ
レ
ー

ク
。
セ
ッ
ト
ア
ッ
パ
ー
と
し
て

36
ホ
ー
ル
ド
ポ
イ
ン
ト
と
活
躍

し
た
。
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
戦

い
抜
い
た
自
信
を
胸
に
、
中
継

ぎ
か
ら
の
配
置
転
換
に
挑
む
。

「
試
合
前
の
準
備
も
球
場
で
ゆ

っ
く
り
で
き
る
。
う
れ
し
い
気

持
ち
。
頑
張
る
ぞ
、
と
思
っ

た
」

　
新
球
の
習
得
に
も
取
り
組

む
。
本
人
に
よ
れ
ば
、
ツ
ー
シ

ー
ム
の
握
り
で
投
げ
、
シ
ュ
ー

プ
ロ
野
球

紅
白
戦
に
先

発
し
、
力
投

す
る
オ
リ
ッ

ク
ス
の
山
本

＝
11
日
、
宮

崎
市

中
学
横
綱
の
吉
井

中
川
部
屋
へ

山
本
、先
発
転
向
へ
順
調

紅
白
戦
で
２
回
４
奪
三
振

オ
リ
ッ
ク
ス

格
別
の
一
勝

実
っ
て
き
た
技
術
の
向
上

受
け
入
れ
先
と
な
る
チ
ー
ム
を

含
め
た
新
規
参
入
を
募
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
今
季
の
ア
ジ
ア
リ
ー
グ
は
レ

ギ
ュ
ラ
ー
リ
ー
グ
が
終
了
し
、

16
日
か
ら
プ
レ
ー
オ
フ
が
始
ま

る
。

　
【
パ
リ
時
事
】
柔
道
の
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
（
Ｇ
Ｓ
）
パ
リ
大

会
最
終
日
は
10
日
、
パ
リ
で
男

女
計
７
階
級
が
行
わ
れ
、
女
子

は
70
キ
ロ
級
の
大
野
陽
子
（
コ

マ
ツ
）
が
優
勝
し
た
。
同
級
の

新
添
左
季
（
山
梨
学
院
大
）
、

78
キ
ロ
級
の
梅
木
真
美
（
Ａ
Ｌ

Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
、
78
キ
ロ
超
級
の
素

根
輝
（
福
岡
・
南
筑
高
）
は
い

ず
れ
も
３
位
。
梅
木
は
３
位
決

定
戦
で
佐
藤
瑠
香
（
コ
マ
ツ
）

を
破
っ
た
。

　
男
子
は
、
１
０
０
キ
ロ
超
級

決
勝
で
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
銀
メ
ダ
ル
の
原

沢
久
喜
が
、
昨
夏
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
・
ア
ジ
ア
大
会
金
の
金
成
民

（
韓
国
）
に
一
本
を
取
ら
れ

た
。
影
浦
心
（
日
本
中
央
競
馬

会
）
は
３
位
。
１
０
０
キ
ロ
級

で
17
年
世
界
選
手
権
優
勝
の
ウ

ル
フ
・
ア
ロ
ン
（
了
徳
寺
学
園

職
）
は
２
位
。
90
キ
ロ
級
の
長

沢
憲
大
（
パ
ー
ク
24
）
は
３
位

決
定
戦
で
向
翔
一
郎
（
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
）
を
下
し
た
。
　

柔
道

ト
に
近
い
軌
道
。
米
大
リ
ー
グ

で
通
算
３
０
３
勝
の
大
投
手
、

ラ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
が

出
演
し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て

ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
う
。

　
紅
白
戦
で
試
し
た
と
こ
ろ

「
打
者
の
反
応
が
嫌
そ
う
だ
っ

た
。
い
い
球
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
」
と
手
応
え
を
つ

か
ん
だ
。

　
オ
リ
ッ
ク
ス
先
発
陣
の
柱
だ

っ
た
金
子
と
西
が
チ
ー
ム
を
去

っ
た
。
「
穴
を
埋
め
た
い
と
い

う
か
、
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な

り
た
い
」
。
20
歳
の
言
葉
に
力

が
こ
も
っ
た
。     

（
宮
崎
）

　
【
ス
コ
ッ
ツ
デ
ー
ル
（
米
ア

リ
ゾ
ナ
州
）
時
事
】
米
ア
リ
ゾ

ナ
州
ス
コ
ッ
ツ
デ
ー
ル
で
春
季

キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
日
本

ハ
ム
で
、
斎
藤
佑
樹
投
手
が
10

日
、
韓
国
プ
ロ
野
球
Ｎ
Ｃ
戦

（
11
日
）
の
先
発
に
備
え
て
、

ブ
ル
ペ
ン
で
投
球
練
習
し
た
。

　
Ｎ
Ｃ
戦
は
今
季
初
の
対
外
試

合
。
斎
藤
の
先
発
起
用
に
つ
い

て
、
栗
山
監
督
は
「
大
き
な
思

い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
つ
も
り
。
そ
れ
を
ど
う
受
け

て
投
げ
る
の
か
見
て
み
た
い
」

と
期
待
を
口
に
し
た
。
斎
藤
は

「
チ
ー
ム
に
と
っ
て
大
き
な
ス

タ
ー
ト
だ
し
、
僕
に
と
っ
て
も

す
ご
く
大
き
な
試
合
。
結
果
を

出
し
た
い
」
と
覚
悟
を
口
に
し

た
。

　
斎
藤
は
昨
季
、
３
試
合
登
板

で
１
敗
。
プ
ロ
９
年
目
の
30
歳

に
と
っ
て
、
正
念
場
の
今
季
、

ど
う
滑
り
出
す
か
注
目
さ
れ

る
。
　

　
中
日
は
11
日
、
松
坂
大
輔
投

手
が
右
肩
違
和
感
の
た
め
、
し

ば
ら
く
ノ
ー
ス
ロ
ー
調
整
を
続

け
る
と
発
表
し
た
。
数
日
前
に

フ
ァ
ン
に
右
腕
を
引
っ
張
ら

れ
、
そ
の
後
、
肩
に
違
和
感
を

覚
え
た
と
い
う
。
松
坂
は
米
国

の
永
住
権
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
）
取
得
手
続
き
の
た
め
５
日

に
渡
米
。
９
日
に
沖
縄
県
北
谷

町
で
の
１
軍
キ
ャ
ン
プ
の
全
体

練
習
に
復
帰
し
て
い
た
。

斎
藤「
結
果
出
し
た
い
」

日
本
ハ
ム

中
日
・
松
坂
、右
肩
に
違
和
感

フ
ァ
ン
に
腕
引
か
れ



　
埼
玉
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

た
ち
の
集
ま
り
「
彩
の
国
会
」

は
１
月
28
日
、
西
ジ
ャ
カ
ル
タ

区
の
中
華
料
理
店
「Lac M

ei 
Che

」
で
２
０
１
９
年
最
初
の

彩
の
国
会
新
年
会
を
開
い
た
＝

写
真
。

　
当
日
は
22
人
が
参
加
、
年

末
年
始
の
過
ご
し

方
や
埼
玉
と
の
関

係
や
地
元
の
ア
ピ

ー
ル
な
ど
、
お
い

し
い
料
理
と
と
も

に
、
大
い
に
に
ぎ

わ
っ
た
。

　
次
回
は
３
月
９

日
（
土
）
に
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催

す
る
予
定
。

　
「
埼
玉
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
、
初

参
加
大
歓
迎
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
」

　
問
い
合
わ
せ
は

嶋
田
さ
ん
（
メ

ー
ルshim

ada@
re
e
ra
c
o
e
n
.

co.id
）
ま
で
。

上
が
っ
た
。

　
今
回
が
最
後
の
参
加
と
な
っ

た
吉
田
隆
之
さ
ん
か
ら
は
、

「
必
ず
ま
た
帰
っ
て
き
ま
す
」

と
い
う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
会

員
と
の
再
会
を
誓
い
合
っ
た
。

　
最
後
に
「
こ
と
し
も
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
の
戸
崎
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
お
開
き
と
な
っ

た
。

　
同
会
の
コ
ン
ペ
は
毎
月
第
１

土
曜
に
開
催
し
て
い
る
。
次
回

は
、
３
月
２
日
（
土
）
の
予

定
。

　
「
チ
カ
ラ
ン
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」

　
問
い
合
わ
せ
は
戸
崎
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
３
・
８
１
１

６
・
６
９
３
０
）
ま
で
。
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県人会や大学、高校の同窓会、同好会など邦人グループの開催告知や報告を掲載します。情報お待ちしております！
①団体名②開催日時③場所④内容⑤問い合わせ先を記載。告知・募集は180字か240字、開催報告は写真付、480字で。
メールjalanjalan@jkshimbun.com　☎021・230・3830　FAX021・230・3831

情報求む

　
西
ジ
ャ
ワ
州
チ
カ
ラ
ン
に
ゆ

か
り
あ
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
集
ま

り
「
チ
カ
ラ
ン
ゴ
ル
フ
同
好

会
」
は
２
日
、
同
州
カ
ラ
ワ
ン

県
の
チ
カ
ン
ペ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場

で
月
例
コ
ン
ペ
を
開
い
た
＝
写

真
。

　
初
参
加
２
人
を
含
む
14
人
が

参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
、
日
ご
ろ
磨
い

た
腕
前
を
競
い
合
っ
た
。

　
結
果
は
、
中
根
彰
治
さ
ん
が

優
勝
を
飾
り
、
２
位
は
筒
井
康

則
さ
ん
、
３
位
は
長
谷
川
竜
史

さ
ん
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
大
道

哲
也
さ
ん
と
な
っ
た
。

　
優
勝
し
た
中
根
さ
ん
は
「
２

０
１
９
年
初
コ
ン
ペ
で
優
勝
で

き
、
と
て
も
う
れ
し
い
新
年
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
こ

と
し
も
元
気
に
駆
け
抜
け
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
語
り
、
参
加

者
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
。

　
表
彰
式
の
後
は
、
カ
ラ
ワ
ン

に
あ
る
日
本
料
理
店
に
移
動
し

て
昼
食
会
が
行
わ
れ
、
正
月
で

帰
国
し
た
際
の
家
族
の
話
や
日

本
の
寒
さ
の
話
題
な
ど
で
盛
り

◇
チ
カ
ラ
ン
ゴ
ル
フ
同
好
会
◇

◇
彩
の
国
会
◇

地
元
の
話
に
花
が
咲
く 

新
年
会
に
22
人
が
参
加

催し

▼ＣＪＳ
　チカラン日本人学校（ＣＪ
Ｓ）準備委員会は26日（火）
午前10時～正午、同日の午後
１時半～同３時半の２回に分
けて、西ジャワ州ブカシ県デ
ルタマスの「ル・プルミエ」
内の会議室で、ことし４月に
開校を予定している「チカラ
ン日本人学校の入学相談会」
を開く。
　前半では、学校方針やＣＪ
Ｓの校舎建設、入学に向けた
手続き、今後のスケジュール
について最新の情報を説明。
後半では、入学希望者・保護
者、および帯同家族を持つ企
業の担当者を対象に、入学に
向けた個別相談会を行う。
　申し込みは、メールの件名
欄に「ＣＪＳ入学相談会」と

明記の上、１企業名、２来場
する人の名前、３連絡先、４
人数、５相談したい点、６入
学希望時期を記載して送信す
る。
　申し込み・問い合わせはＣ
ＪＳ準備委員会事務局（メー
ルcjs.QAhelp@gmail.com）ま
で。
▼マザーズクラブ
　ジャカルタマザーズクラ
ブは３月４日（月）と同13日
（水）、南ジャカルタエリア
のカフェで、妊娠前期と後期
の人を対象に、母親学級を開
催する。
　４日は、妊娠前期（27週ま
で）、13日は、妊娠後期（28
週から出産前）が対象。
　当日の予定は午前９時45分
から受付開始、同10時～同11
時15分、資料による説明（妊
娠前期・後期で内容は異な

る）、同11時20分～正午は交
流会・出産体験談。
　参加費は、６万5000ルピア
（資料代・飲物代）。つり銭
のないように準備する。参加
人数は、前期・後期それぞれ
10人ずつ。
　人数超過の場合は会員
優先。申込期間は２月28日
（木）まで。
　また同会は、３月 1 8日
（月）はマタニティヨガを開
催する。３月の母親学級に参
加し、かつ会員の人を対象に
する。入会は、母親学級の当
日に可能。
　申し込みは、同会ホームペ
ージ（jakarta-mothers-club.
org/）の母親学級申込専用フ
ォームから。
　問い合わせは同会（メール
kelapa21id@yahoo.co.jp）ま
で。

懇親会

▼神山会
　京都産業大学同窓会の「神
山会」は16日（土）午後６時
半から、南ジャカルタ区ブロ
ックＭの日本料理店「鳥州
力」で、懇親会を開く。
　「インドネシア在住の京都
産業大学卒業生の皆さま、ご
参加をお待ちしています」 
　問い合わせは田村さん
（メールnirwana8787@gmail.
com）まで。
▼タツノオトシゴ会
　兵庫県川西市にゆかりのあ
る人が集まる「タツノオトシ
ゴ会」は、21日（木）に懇親
会を開催する。
　問い合わせは蛇草さん（メ
ールhagusa@os-selnajaya.
com、携帯0811・8118・194）ま
で。

10日の試合結果

前期大会
2018年度
前期大会
2018年度

１部　２部　入れ替え戦 
Ｊ’ｓ プロ　13得点で１部残留 

２部　３部　入れ替え戦

３部　４部　入れ替え戦

ジェッツ　５本塁打で圧勝２部へ昇格

三菱　２本塁打で快勝、３部昇格

Ｊ’ｓ プロ ̶13 ３ コルト  

ジェッツ ̶19 ８ 三井 

三菱 ̶９ ４ テイジン 

　ぼくがＪＪＳでたのしかったこ
とは、どっちぼうるたいかいで
す。いちねんろっくみは、いちい
になりました。とてもたのしかっ
たです。
　つぎにたのしかったことは、Ｊ
ＪＳふぇすてぃばるです。よねん
せい、さんねんせい、にねんせい

といっしょにまわったよ。おにい
さん、おねえさん、やさしくして
くれて、ありがとう。
　そのつぎにたのしかったこと
は、かれーぱーてぃーです。じぶ
んたちでそだてたやさいをつかっ
て、おかあさんたちがかれーをつ
くってくれたよ。とてもおいしか
ったです。
　くがつには、たいいくさいがあ
ります。たくさんのおもいでをつ
くりたいです。

ＪＪＳでたのしかったこと
小学部１年６組
みなと　しんのすけ

　ようちえんのときはたのしかっ
たけど、しょうがくせいになって
もっともっとたのしいです。
　そつえんしてからしょうがっこ
うにいくのがたのしみでした。
　がんだりあのあぱあとのおねえ
ちゃんとおなじがっこうにいきた

かったからです。おなじばすにな
ってよかったです。
　おともだちがいっぱいいてよか
ったです。おねえちゃんとはばす
のなかでおはなししています。
　いちねんせいのおともだちは、
たまきちゃんとみさきちゃんがな
かよしです。
　わたしはＪＪＳのしょうがっこ
うがだいすきです。とってもたの
しいです。

しょうがっこうはたのしいです
小学部１年６組
おおた　あゆな

　春休みに、ぼくは家族でバンド
ンに行きました。
　泊まったホテルには、プールみ
たいな大きさの家族せん用の温泉
がついていました。大きすぎて、
温泉のお湯がいっぱいになるの
に、半日かかりました。
　夜、家族で温泉に入りながら星
空をながめていたら、お父さん
が、

　「あれが、南十字じゃないか
な？」
と言って、四つの星を指でさして
くれました。ジャカルタでは、こ
んなにきれいな星空を見ることが
できないし、しかも南十字も見る
ことができたので、とてもうれし
かったです。
　次の朝は、ホテルの中庭の池
で、兄弟でつりをしました。ぼく
は、黒い小さい魚を四ひきもつり
ました。
　また一つ、インドネシアでの楽
しい思い出ができました。

バンドン旅行
小学部３年５組
小杉　昌平

　春休みに家族で一時帰国をしま
した。香川にすんでいた時のお友
だちといっしょにキッザニアに行
きました。キッザニアではいろい
ろなおし事の体けんが出来ます。
わたしが体けんしたのは、ＡＮＡ
のＣＡとホテルのウェイトレスと
はい者さんです。その中でも一番
楽しかったおし事たいけんはＡＮ

ＡのＣＡです。なぜなら、ひこう
きの中でアナウンスの体けんがで
きたからです。また、せい服がと
てもかわいかったです。
　キッザニアの他に香川のお友だ
ちといっしょにあわじしまにある
イングランドのおかに行きまし
た。中はとても広くてお花がきれ
いでした。わたしは馬にのりまし
た。高くて少しこわかったけど楽
しかったです。また来年みんなと
会いたいです。みんな日本で待っ
ててね。

春休みの一時帰国
小学部３年５組
内坂　ありさ

新年初コンペで中根彰治さん優勝 
14人で日ごろの腕前競う

（2017年度）
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04:00 NHKニュース おはよう日
本   

06:00 連続テレビ小説「まんぷ
く」  (111)  

06:15 あさイチ   
06:55 ニュース・気象情報   
07:00 クラシック倶楽部  「オ

リ・ムストネン　ピアノ・
リサイタル」  

07:55 みんなの体操   
08:00 パラスポーツ×アニメ「ア

ニ×パラ」あなたのヒーロ
ーは誰ですか   

08:05 えぇとこ  「秘伝！関西ふ
るさと食遺産」    

08:45 さし旅  「おでんマニアと
巡る　食べ方攻略ツアー」    

09:13 パラスポーツ×アニメ「ア
ニ×パラ」あなたのヒーロ
ーは誰ですか   

09:20 世界はほしいモノにあふれ
てる  「カラフル！五感で
楽しむオーガニックフード
　タイ」    

09:45 ミニ番組   
09:48 視点･論点   
10:00 ニュース   
10:20 旬感☆ゴトーチ！   
10:45 連続テレビ小説「まんぷ

く」  (111)    
11:00 趣味どきっ！  「暮らし彩

るデコスタイル（2）」  
11:25 おもてなしの基礎英語   
11:35 すくすく子育て  「どうす

る？はじめての習いごと　
運動編」  

12:05 空港ピアノ   
12:20 ガールズクラフト     
12:25 J-MELO  選「J-MELO in

　大分　パート1」    
12:55 名曲アルバム   
13:00 BSニュース   
13:10 みんなのうた   
13:15 デザインあ　5分版   
13:20 TOKYOディープ！  「戸越

銀座　人気商店街　活気の
ヒミツ」  

13:50 ごごナマ    
14:45 ピタゴラスイッチミニ   
14:50 ニュース・気象情報   
14:55 うちなーであそぼ   
15:01 にほんごであそぼ   
15:11 えいごであそぼ ｗｉｔｈ 

Ｏｒｔｏｎ   
15:21 いないいないばあっ！   
15:36 おかあさんといっしょ   
16:00 コウケンテツの世界幸せゴ

ハン紀行   
16:10 みいつけた！   
16:25 天才てれびくんYOU   
16:59 ワールドウェザー   
17:00 NHKニュース 7     
17:30 うたコン  「あのころを思

い出す！トキメキ名曲集」  
18:15 サラメシ  「シーズン8　

第30回」  
18:45 まいにちスクスク   
19:00 ニュースウオッチ 9     
20:00 クローズアップ現代＋   
20:25 土曜時代ドラマ「幕末グ

ルメ　ブシメシ！2」  (3)
「オムレット食べよット」  

21:05 みちたん5min～大好き・
東北～   

21:10 ニュースチェック11   
21:40 国際報道2019   
22:35 先人たちの底力　知恵泉

（ちえいず）    
23:19 ヨーコさんの“言葉”   
23:24 楽ラクワンポイント介護   
23:30 猫のしっぽ カエルの手  

選「古都と向きあう」  
12日

00:00 花は咲く～ピョンチャンバ
ージョン～   

00:05 ニュースチェック11     
00:35 時論公論   
00:45 NHK俳句   
01:10 きょうの健康  「こころの

病気　総力特集」うつ病  
01:25 きょうの料理  「レパート

リーに加えたい　あったか
肉おかず」“ひき肉”　ミー
トソースとマッシュポテト
のグラタン  

01:50 きょうの料理ビギナーズ   
01:55 まる得マガジン   
02:00 ごごナマ      
03:00 おかあさんといっしょ     
03:24 みいつけた！     
03:39 コレナンデ商会   
03:49 ゴー！ゴー！キッチン戦隊

クックルン   

　
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
）
大
統
領
の
次

男
カ
エ
サ
ン
・
パ
ン
ガ
ル
ッ
プ
さ
ん
が
手
が
け
る
揚
げ
バ
ナ

ナ
専
門
店
「
サ
ン
・
ピ
サ
ン
」
が
、
家
業
の
家
具
輸
出
業
の

業
績
を
上
回
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
大
統
領
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
「
生
産
コ
ス
ト
や
利
益

を
聞
い
た
ら
、
私
の
家
具
工
場
が
負
け
て
い
た
」
と
成
功
を

祝
っ
た
。
２
０
１
７
年
末
の
創
業
か
ら
１
年
強
で
店
舗
数
を

65
に
拡
大
し
て
い
る
。
　
　
　
　
（
中
島
昭
浩
、
写
真
も
）

父の家具輸出業越え
大統領次男の
揚げバナナ店  １年強で65店舗に拡大

　
地
質
災
害
技
術
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
）
に

よ
る
と
、
中
部
ジ
ャ
ワ
州
と
ジ

ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
に
ま

た
が
る
ム
ラ
ピ
山
（
２
９
８
６

メ
ー
ト
ル
）
で
11
日
午
前
８
時

53
分
ご
ろ
、
小
規
模
の
火
砕
流

が
確
認
さ
れ
た
。

　
火
砕
流
は
35
秒
ほ
ど
か
け
て

山
肌
を
降
下
し
、
溶
岩
流
も
４

０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
確
認
さ
れ

た
。

　
１
月
下
旬
に
は
、
２
０
１
８

年
５
月
に
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を

「
ワ
ス
パ
ダ
（
注
意
）
」
（
４

段
階
中
下
か
ら
２
番
目
）
に
引

き
上
げ
て
以
来
、
初
め
て
火
砕

流
が
確
認
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ

ー
は
レ
ベ
ル
は
維
持
し
て
い

る
。
　
　
　
　
（
中
島
昭
浩
）

また火砕流出現
ムラピ山

11日朝に確認された火砕流＝アンタラ通信

　
警
視
庁
は
11
日
、
良
い
レ
ー

ト
で
お
得
に
海
外
送
金
と
外
貨

両
替
が
で
き
る
な
ど
と
呼
び
か

け
、
利
用
客
か
ら
多
額
の
金
を

だ
ま
し
取
っ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
バ
ン
テ
ン
州
南
タ
ン
ゲ
ラ
ン

市
の
両
替
商
夫
婦
を
、
詐
欺
容

疑
な
ど
で
逮
捕
し
た
と
発
表
し

た
。
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
、

被
害
額
は
百
十
数
億
ル
ピ
ア
に

上
る
と
み
ら
れ
る
。
地
元
メ
デ

ィ
ア
が
報
じ
た
。

　
警
視
庁
は
２
０
１
８
年
10
月

ご
ろ
、
利
用
客
４
人
か
ら
被
害

届
け
を
受
け
て
お
り
、
夫
婦
の

調
べ
を
進
め
て
い
た
。

　
被
害
者
ら
は
い
ず
れ
も
海
外

送
金
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

夫
婦
か
ら
銀
行
が
示
す
為
替
レ

ー
ト
よ
り
も
良
い
レ
ー
ト
で
外

貨
両
替
が
で
き
、
お
得
に
海
外

送
金
が
で
き
る
な
ど
と
誘
わ
れ

た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
ル
ピ
ア
で
送
金
し

た
は
ず
の
金
が
外
貨
と
な
っ
て

指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
取
引
に
関

す
る
書
類
な
ど
は
全
て
、
夫
婦

に
よ
っ
て
偽
造
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
。

　
被
害
者
４
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、

７
億
ル
ピ
ア
、
23
億
ル
ピ
ア
、

38
億
ル
ピ
ア
、
50
億
ル
ピ
ア
を

送
金
し
て
い
た
と
い
う
。

　
夫
婦
は
警
察
の
調
べ
に
対

し
、
被
害
者
か
ら
振
り
込
ま
れ

た
ル
ピ
ア
は
借
金
返
済
に
充
て

て
い
た
と
し
て
い
る
。
警
察
に

よ
る
と
、
夫
婦
は
14
年
か
ら
不

正
な
外
貨
両
替
を
行
っ
て
い
た

と
い
い
、
被
害
者
は
今
後
さ
ら

に
増
え
る
と
み
ら
れ
る
。

（
上
村
夏
美
）

11日に開かれた記者会見＝アンタラ通信

　
１
号
店
は
、
17
年
12
月
に
中

央
ジ
ャ
カ
ル
タ
区
ク
マ
ヨ
ラ
ン

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
Ｉ

Ｔ
Ｃ
チ
ュ
ン
パ
カ
マ
ス
内
フ
ー

ド
コ
ー
ト
に
オ
ー
プ
ン
。
バ
リ

や
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
ナ
ド
市

で
は
、
お
土
産
に
購
入
す
る
外

国
人
観
光
客
も
い
る
。

　
創
業
前
は
友
人
の
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
で
試
作
を
繰
り
返
し

た
。
試
行
錯
誤
の
末
に
完
成
し

た
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト
型
の
揚
げ

バ
ナ
ナ
は
そ
の
名
も
「
ナ
ゲ
ッ

ト
・
ピ
サ
ン
」
。

　
以
前
は
シ
ェ
フ
に
な
り
た
か

っ
た
と
い
う
カ
エ
サ
ン
さ
ん
自

身
が
主
導
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
開

発
し
て
お
り
、
「
キ
ッ
チ
ン
は

私
の
場
所
。
今
後
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
代
表
す
る
、
特
色
あ
る

味
を
開
発
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。
西
ス
マ
ト

ラ
州
の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
伝
統
の

チ
リ
ソ
ー
ス
「
バ
ラ
ド
」
な
ど

を
例
に
挙
げ
た
。

　
チ
ョ
コ
や
グ
リ
ー
ン
テ
ィ

ー
、
バ
ニ
ラ
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

な
ど
甘
め
の
ソ
ー
ス
に
加
え
、

チ
ー
ズ
や
ア
ボ
カ
ド
も
用
意
。

追
加
で
チ
ー
ズ
や
ミ
ロ
の
粉

末
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
ピ
ー
ナ

ツ
、
シ
リ
ア
ル
の
コ
コ
・
ク
ラ

ン
チ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
き
、
１

箱
10
個
入
り
で
２
万
ル
ピ
ア
か

ら
。

　
春
巻
き
の
皮
で
巻
い
て
揚
げ

た
「
バ
ン
ロ
ー
ル
」
も
あ
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
「
甘
い
も
の

好
き
な
」
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が

中
心
。

　
材
料
は
す
べ
て
国
産
。
バ
ナ

ナ
は
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
ポ
ン

テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
市
や
ラ
ン
プ
ン

州
、
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
諸
島
産

な
ど
。

　
18
年
９
月
に
は
西
ジ
ャ
ワ
州

デ
ポ
ッ
ク
市
に
初
の
店
舗
を
開

い
た
際
、
カ
エ
サ
ン
さ
ん
は
、

バ
ナ
ナ
を
材
料
に
し
た
理
由
を

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
み
ん
な

バ
ナ
ナ
が
好
き
だ
か
ら
。
そ
れ

に
マ
ン
ゴ
ー
の
よ
う
に
季
節
で

味
が
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
毎

日
営
業
す
る
に
は
も
っ
て
こ
い

だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
中
部
ジ
ャ
ワ
州
ソ
ロ
市
で
家

具
輸
出
業
を
立
ち
上
げ
、
同
市

長
時
代
に
庶
民
派
市
長
と
し
て

脚
光
を
浴
び
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特

別
州
知
事
を
経
て
大
統
領
ま
で

駆
け
上
が
っ
た
父
、
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
大
統
領
。
「
ゼ
ロ
か
ら
立
ち

上
げ
た
家
業
を
継
い
で
く
れ
な

い
の
か
と
思
っ
た
が
、
す
で
に

54
店
舗
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に

感
激
し
た
」
と
の
投
稿
に
、
カ

エ
サ
ン
さ
ん
は
す
か
さ
ず
「
父

さ
ん
、
65
店
舗
だ
よ
」
と
間
違

い
を
訂
正
し
て
い
た
。

　
長
男
の
ギ
ブ
ラ
ン
・
ラ
カ
ブ

ミ
ン
さ
ん
は
、
衣
料
ブ
ラ
ン
ド

や
マ
ル
タ
バ
ッ
ク
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
風
お
好
み
焼
き
）
店
な
ど

を
展
開
し
て
い
る
。

西ジャワ州デポック市の店舗開店セレモニーに登場したカエサンさん（中央）
＝2018年９月22日

　
技
能
実
習
生
の
監
理
団
体

「
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」
（
国

際
人
材
育
成
機
構
、
本
部
・
東

京
）
の
柳
澤
共
榮
会
長
ら
一
行

が
８
日
、
２
０
１
８
年
９
月
に

被
災
し
た
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州

を
訪
れ
た
。
同
州
出
身
の
元
実

習
生
と
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、

支
援
物
資
を
同
州
政
府
に
送
っ

た
。
同
州
か
ら
受
け
入
れ
た
元

実
習
生
は
６
９
２
人
い
る
。

　
柳
澤
会
長
ら
は
、
パ
ル
市
で

カ
フ
ェ
を
兼
業
し
な
が
ら
州
の

警
備
員
を
務
め
る
マ
ッ
ト
・
ス

プ
リ
ヤ
ン
ト
さ
ん
（
45
）
を
訪

ね
た
。
マ
ッ
ト
さ
ん
は
日
本
の

企
業
で
型
枠
石
こ
う
の
技
術
を

学
び
な
が
ら
、
空
手
に
も
励

み
、
そ
の
体
力
を
生
か
し
、
帰

国
後
は
同
州
の
職
員
と
し
て
警

備
を
担
当
し
て
い
る
。
地
震
の

際
は
、
海
岸
で
警
備
中
に
津
波

に
流
さ
れ
、
肋
骨
を
折
っ
た

が
、
命
は
取
り
留
め
た
。

　
柳
澤
会
長
は
「
カ
フ
ェ
に
日

本
で
実
習
中
に
撮
影
し
た
写
真

が
た
く
さ
ん
飾
っ
て
あ
っ
た
。

マ
ッ
ト
さ
ん
は
、
自
分
の
子
ど

も
に
日
本
の
名
前
を
付
け
て
い

た
」
と
話
し
、
日
本
と
の
つ
な

が
り
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
心

を
打
た
れ
た
と
い
う
。

元
実
習
生
と
交
流

被
災
の
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
訪
れ

ア
イ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン

　
元
実
習
生
の
起
業
家
で
つ
く

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
生
実
業

家
協
会
（
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｋ
Ｓ

Ｉ
、
通
称
・
社
長
の
会
）
に
よ

る
と
、
パ
ル
支
部
に
は
約
１
５

０
人
が
所
属
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
の
会
員
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
日
本
で
の
災
害

の
際
に
、
義
援
金
を
集
め
た

り
、
物
資
を
届
け
た
り
し
て
い

る
。
今
回
は
、
会
員
約
30
人
が

柳
澤
会
長
ら
を
出
迎
え
た
。

　
柳
澤
会
長
ら
は
、
ア
イ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
の
職
員
約
２
５
０
人

か
ら
集
め
た
義
援
金
５
０
０
万

円
分
の
支
援
物
資
を
提
供
、
パ

ル
市
や
シ
ギ
県
、
ド
ン
ガ
ラ
県

を
視
察
し
た
。

　
柳
澤
会
長
は
「
修
了
生
（
元

実
習
生
）
が
今
も
活
躍
し
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
た
」
と
話
し
、

贈
呈
式
で
は
同
州
か
ら
「
パ
ル

の
実
習
生
を
１
人
で
も
多
く
派

遣
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

を
受
け
取
っ
た
と
い
う
。

（
木
許
は
る
み
）

同州で行われた贈呈式に出席した柳澤共榮会長（左か
ら５人目）ら＝アイム・ジャパン提供

外
貨
両
替
詐
欺
容
疑
で

両
替
商
の
夫
婦
を
逮
捕

警
視
庁


